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目標を達成することで得るものは、
目標を達成することで成る
自分ほど大切ではない。

ヘンリー・デイヴィッド・ソロー
Henry David Thoreau（1817年7月12日～1862年5月6日）
アメリカの作家・思想家・博物学者。森の中に家を建て、精神性を重んずる簡素な生活を実践。
その思想は、マハトマ・ガンディーのインド独立運動やマーティン・ルーサー・キング・ジュニア
（キング牧師）の公民権運動、さらには現代の環境保護運動にも広く影響を与えたとされる。

12/26～29・1/4・5

冬期講習
12/30・31・1/2・3

6年生対象正月特訓
6年生 ： 13：30～19：00（算・国・理・社）
5年生 ： 13：30～17：30（算・国・理・社）
4年生 ：    9：00～12：00（算・国・理・社）
3年生 ：    9：00～10：30（算）
2年生 ： 10：45～12：00（算）

9：00 ～ 16：40
（算・国・理・社）

Aターム 12/22(月)～12/25(木)
Bターム 12/27(土)～12/30(火)
Cターム 　　1/4(日)～　　1/7 (水)

冬期講習日程 中1～高3・既卒生
対象

冬期講習に関するお問い合わせ 03-5371-5487

東京・自由が丘・成城学園・西船橋・白金高輪・吉祥寺

東京医科歯科大（医）
東北大（医）
千葉大（医）
筑波大（医）
横浜市立大（医） 
※国公立大医 計44名

24名
11名
3名

14名
7名

10名

2名
3名
6名
3名
1名

8名
23名
10名
12名

東大各科類69名 医学部医学科149名

国公立大199名 慶應大（医）
東京慈恵医大（医） 
順天堂大（医） 
日本医大（医） 
昭和大（医） 
※私立大医計 105名

8名
16名
10名
11名
11名

69 52
217 211 93

8 426

詳細はHPまたは0120-64-2013まで

※6年生の講習・特訓のみ東京・自由が丘・吉祥寺校での開講となります。

国公立慶医
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グノーブル 算数 × 数学講師座談会

「算数・数学の連携」で
より良い教育環境を 
保護者座談会2014
一人ひとりの成長を応援してくれる塾なので、
私たちもグノーブルを信じてお任せしていました。
グノーブル対談 高校生の受験対策
横軸（各科目の勉強バランス）と縦軸（スケジュール）を
広い視野で見渡そう!
グノーブルOB・OGインタビュー
「FLYプログラム」参加体験談
世界に出て、自分と出会えた。
東京大学文科一類1年（駒場東邦出身） 黒

く ろ

木
き

 あたるさん
東京大学文科一類1年（桜蔭出身） 山

や ま

田
だ

 智
と も

子
こ

さん
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巻 頭 特 集
グノーブル 算数×数学講師座談会

楽しいと思えると、考え深くなる
眞田　現在の中学受験では、きちんと演習を積んで、そ
こで身につけた力を応用・発展させながら答えを出す問
題に加え、思考力を試す問題が増えています。立体を頭
の中で想像する、紙を折って規則を考える、表に整理し
て規則や起こりうる場合の数を考えるなどといった問題
です。日ごろから地道にコツコツ勉強して算数の基礎力
や処理能力をつけることは大切な前提ですが、その場で
柔軟に考えられることがますます大切になっています。
中学受験が盛んになり始めた30年くらい前に見られたい
わゆる難問奇問は、今ではすっかり影を潜めるようにな
りました。
三浦　中学受験で要求される知識の量は少なくありませ
んが、入学試験では単なる知識の多寡ではなく、頭の中
にある知識をその場で上手に活用し、「知識を組み合わ
せると何ができるのか」、さらには「その先をどう考え
るか」という点こそが問われるテストになっています。
　たとえば筑波大学附属駒場中の問題には興味深い配慮
があります。問題文中で題意を取り違えやすいポイント
に、受験生へ注意を促す傍点や傍線がつけられているの
です。学校側の意図する、「受験生に考えてほしいポイ
ント」を外されると入学試験としての意味が弱まってし
まいます。入学試験の場で、受験生の思考力を十分に見
たいという学校側の思いが表れているのだと感じます。
纓田　思考力を働かせるには基礎力が身についている必
要はありますが、生徒たちが頭を使うこと自体が楽しい
と思える授業の工夫が大切です。中学生の指導において、
特に１年生の頃は大学受験まで時間もありますし、カリ
キュラム的にも少し余裕があるので、まずは生徒たちが
数学を楽しく感じること、数学の世界に興味を持ってく
れるように導くことを重視しています。
　授業では、着眼点さえしっかりしていれば知識が少な
くても解ける問題、たとえば、実際には高校で勉強する
ような内容でも、中学１年生が見方さえ分かれば解ける
ような問題、数学的な考え方が高められるような問題を
考えてもらっています。
　つい先日は、中１の授業で、絶対値がついた方程式を
宿題にしました。絶対値を本格的に学ぶのは高校１年生
ですが、生徒たちは一生懸命取り組みます。しかし、た
だ解けて終わりではなく、その問題を通して独学では到
達しにくい視点に気づけるように工夫しています。こう
いう経験を重ねることは、生徒たち自身の着眼点が養わ
れていきます。それが発想力の豊かさにつながります。
　この問題では方程式の解の位置を、グラフ（関数）を用
いて表します。視覚化することで答えるべき位置、解の
個数が一目で分かるという説明をします。中学１年生に
は少し難しい話にも関わらず、生徒たちは目を輝かせて
話を聞いてくれます。そして、解の個数を変えるにはど

　算数・数学を学ぶことが、ますます大切な時代になっ
てきていると思います。複雑化する世の中の事象を捉え
るには、さまざまな数字を扱う力が必要です。算数・数
学で伸ばせる論理的な思考力、事象の本質を洞察する力、
多角的な視点なども、世の中の多くの局面で役立つ力で
す。柔軟な発想や直観力は、将来のイノベーションを生
む創造力を育みます。解法の方針がひらめいたときの喜
びや、難問を自力で解き切ったときの達成感を味わうこ
とは、次の課題に向かう意欲につながります。「数学は
人生で役立つのか」という古くからの疑問があり、その
疑問を投げかける人たちは、受験が終われば一生使わな
い単元や公式が数多く存在すると主張するでしょう。し
かし、算数の勉強も、数学の勉強も、生徒の皆さんの可
能性を広げ、「知の力」を鍛えていく上では大きな意味を
持っています。
　ところが、その勉強の道は決して平坦ではありません。
算数との出会い、算数から数学への移行、高校数学への
発展の過程で、生徒たちはいくつもの段差を乗り越えて

うしたらいいのかとか、どうしてこの解が存在しないの
かとか、いろいろ考えるきっかけを与えていくと、皆が
夢中に考えていきます。
　私たちが問題選びをするときは、「こういうことを教
えたい」という思いがあります。その思いを伝えるために、

「こんな見方もできるよね」ということを気づかせるよう
にします。視点が変わると見え方が変わったり、隠れて
いるものが見えてきたりしますから、生徒たちも「なる
ほど！」という思いを感じ、楽しみながら考えるように
なります。別の見方に気づくこと、考え続けることの積
み重ねが、数学的思考の幅を広げ、抽象化する力を高め
ることにもつながります。
越川　大学入試についても、以前は、難問や奇問、計算
量が莫大な問題が出題されていましたが、近年は、きち
んと演習を積めば正解できる問題や、パッと問題を読ん
だときに解いたことがないと思える問題であっても、各
単元の本質を理解し、他の単元とのつながりが分かって
いると方針が立つ問題が多いと思います。
　東京大学の文系入試を例に挙げれば、整数が題材に
なった問いや、図形分野の問いなど、発想の柔軟さを問
う良問が出題されます。たとえば、図形分野の問いは、
出題形式がベクトルや座標平面だったとしても、意図的
に初等幾何的な見方をすることによって簡単に糸口が見
つかったりすることもあります。
　高校数学において初等幾何を、深く学ぶことはほとん
どありません。また、ベクトルなどの単元では、幾何的
な考え方をせずに、数式化して計算で図形を解析するト
レーニングを行います。しかし、実際の試験となれば、
幾何的な見方で楽に解けるのであればそれで一向に構い
ません。アプローチの仕方に制限はないのです。
　受験まで時間のある中学生の頃に、それこそ３日間く
らいかけて、ようやく「分かった！」といったような経験
を多く積んできた生徒の方が解法の引き出しが多く、問
題解決能力の高さや視点の幅広さといった点において、
アドバンテージがあるように思います。
眞田　算数の図形問題にも、自分で図形を動かしてみた
り、等しいところを探してみたりと、柔軟な発想や多角
的な視点の持ち方が大切になる場合があります。そうい
う発想や目を養うには、ある程度時間をかけて自分で糸
口を見つける努力が欠かせません。そうした習慣は、図
形問題に限らず、先々の勉強に必ず役立つはずです。結
局、自分で発想したことでなければ、自分の力にはなり
ませんし、自分で気づいたときの喜びは次への意欲にも
つながりますから、ぜひ大切にしたいと思います。
　ただし、中学受験が近づいている場合には全体のバラ
ンスを考えることも大切です。中には、「自分にとって
大事なのは、この問題が解けるかどうか」という状態に
なって、先に進めなくなっている生徒もいます。そうい
うときには、私たちが適切に助言したり導いたりするこ

成長しなくてはなりません。良い学習環境や指導者に出
会えなければ、途中でつまずき、挫折してしまうことも
あり得ます。しかし、環境に恵まれれば、算数・数学を
大好きな科目、得意科目にできるでしょう。
　グノーブルでは、中学受験の算数、中学部の数学、大
学受験の数学を指導する者同士が密に連携し、一貫した
方向性のもと、生徒一人ひとりに眼差しを向け、一人ひ
とりが真の力を培える支援をしていきます。このような
有機的な「算数・数学の連携」を謳う組織は、他にはまだ
存在していないかもしれません。幸い、中学受験グノー
ブルには、経験豊かな算数の先生方が揃っています。大
学受験グノーブルの数学科も、経験を積み重ね、指導体
制がどんどん充実してきています。高い次元での「算数・
数学の連携」をグノーブル・グループ内に確立して、広
い視野に立つと同時に、長期的に生徒たちを支援してい
く、これまでにない環境を実現していきます。

グノーブル・グループ代表　中山伸幸

「算数・数学の連携」で
より良い教育環境を

◆◆

越 川 将 也
大学受験グノーブル 数学科

◆◆

◆◆

纓 田 邦 浩
大学受験グノーブル 数学科

◆◆

◆◆

眞 田　素
中学受験グノーブル 算数科

◆◆

◆◆

三 浦 勇 二
大学受験グノーブル 数学科
中学受験グノーブル 算数科

◆◆
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とが必要になってきます。
三浦　越川先生の図形問題のご指摘は実に象徴的だと思
います。私は高校生も教えていますが、ベクトルの技法
がまだ身についていない生徒の場合には、ベクトルの技
法をしっかり指導をします。しかし、ベクトルの技法を
身につけた上でなら、図形を図形として見る力を持って
いることが発想の幅を広げることになります。そのため
には、眞田先生のお話にもあったように、早い時期から、
手を動かして考えてみるとか、視点を変えて見るといっ
た習慣や、越川先生のおっしゃる、ときには３日間ぐら
い考え続ける姿勢も大事です。それが、受験においても
必ず役立ちますし、その先の「知の力」を活かすことにも
つながると思います。

楽しむために必要な計算力
越川　算数でも同じだと思いますが、中学、高校で数学
が得意な生徒は、正確な計算力、つまり、高い処理能力
を持っています。それまでの過程が正しくても、経過の
数値が違っていると先に進めなくなったり、そのまま進
んでも正解には至れません。数学で点が取れる生徒は、
やはり計算がきっちり合っていますし、またそうした生
徒は、自分で検算する術も持っています。計算力、処理
能力がなくて結果が出せない生徒を多く見かけますが、
一番もったいないパターンだと思います。基本中の基本
ですが、数学において計算力があることは必須です。
纓田　これまで私が教えてきた中で、数学オリンピック
でメダルをとった生徒たちは全員、計算力、処理能力

の非常に高い生徒でした。計算が苦痛にならずに処理で
きる力をまず備えていて、その上で、考える力が大事な
のだと思います。数学を楽しめるようになるためには計
算力は欠かせません。考え方が分かっているのに計算ミ
スで間違うのは本当にもったいないことだと思います。
　その計算力を鍛える練習を授業の中にちょうどよく織
り交ぜたり、計算確認テストを用意するなど、塾側の工
夫が問われる部分だとも思います。結局、計算力を鍛え
てあげられれば、生徒たちはますます数学を楽しめるよ
うになるのですから。
眞田　計算は、正確さとスピードの両方が大事だと思い
ます。正確さとスピードについては、よく保護者会でも
話をさせていただきますが、６年生になって計算のスピー
ドがないと問題をこなすことができません。ですから、
４年生、５年生のうちに、まず計算のスピード、最終的
な処理能力を鍛えることが大事です。保護者の方にもそ
の点を応援していただきたいと考えています。
纓田　ちなみに眞田先生は、スピードをつけるために、
小学生にどのような指導をされていらっしゃるのですか？
眞田　私は、計算問題を10問縦に並べて、それを10回く
らいやってもらっています。最初は５分くらいかかって
いたものが、だんだん早くなって数十秒でできるように
なります。答えを覚えてしまっているので当然スピード
が上がりますが、生徒たちは覚えていることを繰り返し
ても「つまらない」と考えますから、今度は、下の問題か
ら解いてみようということになってきます。自分で工夫
して問題に臨もうという発想に変わってくるのです。こ
うした積み重ねが計算力のスピードアップだけでなく、
集中力の養成にもなり、自分で考える力を育むことにも
つながります。
纓田　中学１年や２年でも、因数分解やルートの計算は、
とことんやった方がいいと思います。しかし、さすがに
同じ問題を10回という発想はありませんでした（笑）。
眞田　算数の基礎トレーニングとして、５問の計算を行
うプリントがあるのですが、難関中学コースの生徒など
は、「計算問題なんかつまらない」というところもあるので、
意地悪をして制限時間を１分に設定することもあります。
もちろんこれは不可能なスピードですからできるわけは
ありません（笑）。ただ極端な速さを要求してみるという
のも小学生には時として有効です。
三浦　小学生ですと案外そうした無茶振りに乗ってくる
こともありますしね（笑）。不可能な要求をかえって喜ぶ
ような部分もあって、上手く活用すれば、緊張をほぐし
たり、新たな集中力を生み出したりできます。
　また、受験学年である小学６年生をイメージしますと、

「正確さとスピードは、両立していて当たり前だよ」と、
授業でも再三生徒に話しています。たとえば、外食をし
たときに美味しければどれだけ待たされてもいいか。そ
んなことはないだろうし、逆に、早く料理が出てきても

火が通っていないのでは満足できないだろうし。つまり、
両立していて当たり前だと。比喩としてこうしたことを
話します。
　正確さとスピードは二律背反でなくて、両立できて当
たり前です。ゆっくりでもいいから正確に、ということ
を言われたりすることがありますが、そんなことはあり
ません。要求されるレベルが非常に高く、正確さも相当
なスピードも必要だというのが中学受験の現実です。

心の内側が動き出す工夫
眞田　算数に限ったことではありませんが、生徒たちが

「面白い！」「挑戦したい！」と思えるように問題を提示
することは大切なことです。受験問題をトレンドという
言葉で括ることにはいささか疑問もありますが、明らか
に出題傾向が高いとされる問題を、生徒たちが興味の持
てる良問にアレンジし直して、それを授業の中でワクワ
クできる展開にしていく工夫、これが教える側にとって
は腕の見せどころのひとつです。ただ、「大事な問題だ
から」と生徒に与えても、生徒たちの心の内側が動き出
さなければ効果は薄いのです。
三浦　生徒たちの心の内側が動き出す授業展開には、生
徒たちをよく知っている必要があります。生徒たちの今
の興味、今の実力に合ったものであることが前提です。
中学受験の直前期には、当然、受験に必要な難しい問題
もやらなくてはいけませんが、必要だからといって、ま
だその域に達していない生徒に、こちらが一方的に押し
付けてしまったのでは、ただ「教わる」だけになってしま

い、算数好きになる契機を失ってしまいます。
　また、授業時間は無限にあるわけではありませんが、
その時間の中でも、自分でなんとか考えて答えを導き出
せるような余地は残しておきたいと思っています。
纓田　生徒たちの課題や実力を正確に把握することが前
提というのは、中学生や高校生にもあてはまることです。
生徒たちのことをよく知っているからこそ、実力のちょっ
と上の問題が扱えます。生徒たちが「もうちょっとで分
かる、解ける」という、「あと一歩」の微妙なさじ加減は、
教える側の力量の問題です。
　生徒たちの手が止まってしまったときには、ヒントの
与え方も大切になります。生徒たちが自分で「そうか！」
と思えること、「自分で手を動かして考えた」と思えるよ
うな導き方が必要です。それをしないと考える力は身に
つきません。
　授業の解説を聞いて、その時は「分かった！」と思えて
も、それが自分の力にはなっていないということも少な
くありません。生徒の理解度を私たちがしっかり見極め
て、繰り返し学ぶ機会を用意していくことも必要です。
深い理解を必要とするものは、中学１年生で１回考え、
中学２年生でまた１回勉強する、そして中学３年生で復
習をしながら深く学ぶ、といった長いスパンでの流れを
つくっておくと、生徒たちの中に伏線が張られていき、
学ぶべき学年でしっかり身につくと実感しています。
越川　大学受験学年の場合は特に、解説を聞いて分かっ
たと思える程度では、その思考の道筋を自分で再現でき
るレベルにはいけません。「なるほど」からさらに踏み込
んで、「なぜこうするのか」という理屈が分かった上で勉
強を進めることが大切です。
　日々の授業では、単に正しい解法をなぞる勉強に終始
しないよう、「こうする理屈」を説明することに力を入れ
ています。生徒一人ひとりが、必然の発想として、やっ
ていることの意味を意識できるようにするのが目標です。
問題選びにも十分に配慮しています。授業中にはテーマ
の明確な問題や汎用性のある問題を扱い、宿題にする問
題では、同じ発想で再現できるような問題を意図的に選
んでいます。高校数学は、抽象的なことを多く扱うので、

「なぜこうするのかが分からない、だから解けない」となっ
てしまいがちです。根本理解の徹底こそが鍵です。
眞田　算数においても、問題選びは大切です。優秀な生
徒たちを担当しているとつい、授業で扱う演習問題にも
難しい問題ばかりを並べてしまいがちです。これでは、
生徒によってはバツばかりつくことになります。ある程
度の「できた感」「達成感」を得られないと、勉強に取り
組む主体性のようなものが育まれません。
纓田　やはり、達成感を味わった経験があるから、次に
向かう勇気も出るし、できたときの喜びを知っている生
徒は、ときには頭がジリジリしながらも粘れると思いま
す。緩急がとても大事だと思います。「できた感」と「も
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うちょっと感」、「自信がついた思い」と「悔しい気持ち」
など、頭にも心にもいろんな経験を生徒たちに与えられ
る問題選びが理想かもしれません。
三浦　算数や数学の感動が味わえる問題も大切です。こ
ちらが感じる算数的な面白さというのは、小学生にも同
じレベルでちゃんと伝わるものです。ある問題の解法に
ついて、「すごい」とか「これは美しい」と私たち大人が感
じるものは、生徒たちも同じように、ひょっとするともっ
と大きな感動を伴って実感できます。
　授業中に、「僕はこの問題に感動しました」と話すこと
があります。問題の解き方とは直接関係はないかもしれ
ませんが、僕が美しいと感じた問題には、生徒にもその
理由を話すようにしています。大事なことは、私たち教え
る側がどれだけ算数や数学を「面白い」と感じる感性を
保ち続けられるか、また、そんな問題に巡り合えるよう
に探究し続けているかだと思います。私たちのそういう
感性も、生徒にはしっかり伝わっているのだと思います。
纓田　自分が感動したり楽しんだりしていなければ、生
徒たちに面白さを伝えることはできませんからね。むし
ろ、こちらが楽しいと思えることしか伝わらないのかも
しれません。
眞田　教室にいるそれぞれの生徒たちが参加できる工夫
も大事です。たとえば、速さの単元を学ぶときに、Ａく
んが歩いているところに、向こうから好意を寄せている
Ｂ子さんがやって来たとか（笑）。生徒たちは「やだ〜！」
などと言いながら笑いますが、そうした場面をときに織
り交ぜていくだけでも、「いつ自分が登場するんだろう」
と期待感を持って授業に臨めます。
　ヒントの出し方も大事です。生徒たちの表情を見て、

「これはちょっと手に負えないかな」と感じたときは、つ
ぶやくようにヒントを言ってみたり、黒板に問題解決の
ちょっとした糸口を書いてあげたりと。ストレートにヒ
ントを与えてしまうと「自分で解いた感」がなくなってし
まいます。本当にちょっとした気づきを与えるようなも
のでなくてはなりません。
　こうしたことが教室を盛り上げ、生徒たちが「面白い！」
と感じられる授業に結びついていきますし、まさにそれ
がライブ授業の面白さ、楽しさなのです。
纓田　生徒たちが教室の中に座って、ただ解説を聞いて、
板書をノートに写して、ということだけの繰り返しでは、
参加しているとは言えません。それでは主体的に考える
ことをしなくなり、頭が活発に動き出すこともありませ
ん。一方的に必要事項を伝達する授業はいくら解説が巧
みであっても、いい授業とはいえません。面白い授業は
生徒たちを能動的にし、生徒たちの顔を自然に輝かせる
ものです。
　授業でよく生徒を当てて答えてもらいますが、それに
よって生徒たちも主体的に取り組めるからですし、教室
にはほどよい緊張感が保てるからです。私たちと当てら

れた生徒のやりとりから、他の生徒も刺激を受けたり学
べたりすることがあります。思わぬ応答から予定外の展
開も起こります。これもライブ授業だからこそです。
　ある教育関係者の方が授業見学に来られたときに、「高
校生が２時間以上にわたる授業で、ずっと集中している
のに驚きました」と言っていただいたことがありましたが、
グノーブルの文化とも言える「楽しいライブ授業」は絶対
に大切にしたいと思います。
越川　ただ、高校３年生になると大学受験が目と鼻の先
なので、楽しいだけじゃなく、苦しいところもある、と
いうのが率直な思いです（笑）。
　それでも、ひとつ言えることは、算数や数学を楽しん
でやってきた生徒には粘り強さがある、という点です。
考えることを厭わない、とも言えます。これは明らかに、
算数や数学に主体性を持って取り組んできた人の大きな
能力だと思います。逆に、受験学年になっても、数学に
苦手意識を持っている生徒の共通点は、「分からない」、

「できない」という結論を出すのが早いことです。考える
習慣が身についている生徒は常に粘り強く考え、何とし
ても自分の力で答えを出そうという気概がある。この差
は非常に大きいと思います。

一人ひとりと向き合う
纓田　大学受験グノーブルでは、発足時から一人ひとり
と向き合う授業と添削を大切にしてきています。これは
数学に限らず、全教科共通です。演習プリントや宿題を
毎回添削することで、生徒たちのことをよく知り、クラ

スに欠けているものを感じ取り、それを授業に反映させ
ていきます。関数の理解が浅いなと思えば関数のプリン
トを多めに用意しようとか、計算力が弱いなと感じれば
計算を少し多めにやろうとか。毎年同じことを同じよう
にやるのではなく、年度により、クラスにより、また個
人により異なるウイークポイントを察知して、そこを強
化していく授業を行っています。先に進むことも大事で
すが、問題点をあやふやなままにしておくと、先に行っ
て必ず同じことでつまずくことになります。
越川　受験学年の夏以降の授業は、毎回が本番に向けた
テスト演習をします。私たちは全員の答案を添削してい
きますが、そのときには、考え方のプロセスにまず注目
して、クラス全体のウイークポイントを探っていきます。
一方的に、正しい解法を伝えたところで、生徒たちが自
力でできるようになるとは限りません。生徒たちの答案
を踏まえ、つまずきやすいポイントを押さえた解説を常
に心掛けています。
　個別の対応にも、添削は役立ちます。１つの問題の中
にも大切なポイントがいくつかあるわけですが、入口でつ
まずく生徒もいれば、８割くらい進んで詰まってしまう
生徒もいます。つまずいたところがその生徒にとって、
最も学ぶべきポイントです。一人ひとりに対して、そのつ
まずきを解消するようなコメントを残すようにしています。
　それに加えて、答案の書き方も指導していきます。答
案は、紙の上で行うプレゼンテーションです。言葉や数
式、図の使い方が適切でなければ、明快で説得力のある
プレゼンは行えません。私たちは、生徒たちがしっかり
とした答案を書けるところまで個別に対応していきます。
眞田　生徒たちが自力でできるようになるという点は、
絶対に忘れてはいけないことですね。そのために、一般
に行われているカリキュラムを組み替えることも行って
います。たとえば、４年生の場合、普通の進度では、平
面図形の性質を２回ほどやって、次におよその数に進み、
次には文章問題へと、表面的な理解ができれば次の単元
に進む傾向があります。
　グノーブルの場合は、同じ単元をまとめてやり続ける
という、思い切ったこともやります。平面図形なら、平
面図形の性質、平行四辺形や台形とはどんなものかの理
解、角度や面積についての習熟など、同じ単元を続けて
いくのです。
　１つの単元を続けたら生徒は飽きるのではないかとの
心配はいりません。徹底的に理解を深めていくにつれ、
生徒たちは自信も深めていきます。次々に新しい単元に
進む一般のカリキュラムよりも効果が上がることは、生
徒たちと向き合ってきた経験から分かっています。
三浦　中学受験の場合は、生徒たちとの関係ももちろん
とても大切ですが、保護者の方々との関係も大切です。
本当の意味で生徒たちの実力がつくカリキュラムや授業
スタイルを真剣に考え抜いていなければ、保護者の方か

らの信頼をいただけません。また、お父様やお母様に「い
い塾ね」と言っていただける環境であれば、生徒たちも
安心してのびのびと勉強ができます。
眞田　カリキュラムや授業スタイルを考える際にも、い
つも生徒たちのことを一番に念頭に置いていますが、少
人数で行う集団授業は、まさに私たちが生徒一人ひとり
に向き合う場です。最近では、オンラインで授業を行う
塾もありますが、私の考えとしては、息遣いの感じられ
ない、巻き戻しのできる映像授業と、生徒と先生が向き
合う授業では、生徒たちの頭の働き方にも、気持ちの動
き方にも、大きな違いがあると思います。
三浦　いわゆるライブ感とでも言いましょうか。先生が
持っているパッションのようなものが伝わるか伝わらな
いかは大きな違いです。事実、そうしたことを多くの生
徒は感じているし、それが、やる気や集中力につながっ
たり、理解力につながったりしています。
纓田　集団授業の良さは切磋琢磨できる部分にもあると
思います。私が教える生徒の中に、同じクラスの中にラ
イバルを決めている生徒がいます。計算ならこの子が早
い、場合の数ならこの子ができると、彼は競う相手を決
めているのです。そのような意識も、教室で生徒同士が
顔を合わせているからこそ生まれるものです。
　私たち教える側は、問題につまずいて戸惑っている生
徒へのフォローにも配慮する必要があります。授業中、
明らかに質問するタイミングを失っている生徒に気づく
ことがあります。質問する勇気の出ない生徒もいます。
そんな場合はこちらから声をかけていくことが必要です。
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そうした目配りも、生徒の表情が見えている環境だから
できるのです。
　また、これは数学の勉強とは直接的な関係はありませ
んが、最近は人と人の触れ合いのようなものが希薄になっ
てきているように思います。生徒たちと先生、生徒同士
の結びつきが感じられるクラス作り、眞田先生がおっしゃ
る息遣いの感じられる授業はこれからも大切にしていき
たいと思います。
越川　やはりライバルがいるというのは大きいと思いま
す。高３後期の授業でも、いい答案があると、それをク
ラスの皆に紹介しています。同じ年齢の仲間の発想はと
てもいい刺激になるようです。

小中高の一貫教育で生まれるよい連携
越川　どの単元でも楽しんで取り組むことが力をつける
基本だと思います。中学の時に、図形問題を楽しむ土台
ができている生徒、親しんでいる生徒は、それが高校数
学でも大きな力になってくる。そうしたことを小学生か
ら中学生、高校生という大きな流れの中で、先生同士が
情報の共有を行いながら一貫して見ていけるというのは、
生徒にとっても、また、私たち教える側にとっても、非
常に大きなメリットだと思います。
纓田　算数から大学受験の数学までは、とても長い道の
りです。生徒たちが、いくつものハードルをスムーズに
通過できるように、そして次の世界に大きく羽ばたける
ように導くことが私たちの役割です。中学受験を目指し
て算数を学んできた生徒たちが、何をどのように勉強し
てきたかなどの情報を共有できた上で中学以降の指導が
できるのは、大きなメリットだと思います。
眞田　小学生の授業でも、中学生、高校生の授業でも、
担当するもの同士が自由に見学できるチャンスがあるこ
とは連携の大きなメリットです。たとえば算数担当者の
場合、今まで以上に具体的に中学進学後のことを考えて
生徒指導にあたれます。
　また、中学受験のために通っていた塾を終了して、新
たな塾探しをするというのはなかなか大変なことです。
それは、中学受験の塾に満足していた場合、なおのこと
です。そうした意味でも、共通の文化を持った、同じ空
気を感じられる塾があるというのは大きな安心感にもつ
ながるはずです。この点も小中高の一貫教育を行う上で
大きなポイントになります。
三浦　中学受験が終わっても、１週間くらいすると自分た
ちから「塾に行きたい」と言い始める生徒はたくさんいます。
同じ方針、同じ文化を持ったグループの中に、中学生、
高校生が学ぶ信頼できる塾が存在しているというのは、
生徒や保護者の方々にとっては大きな安心材料です。
　また、実際の授業の中でも、１月、２月はこういう授
業をやっているけれど、この先中学に行って、春や夏に
はこういう授業をやる予定だ、あるいは高校に行ったら

こういうことをやる予定だ、ということが事前に把握で
きていれば、私たちも「今、何を教えるべきか」を整理で
きます。
眞田　同じ看板のもとに中学受験から大学受験まで併存
する塾や予備校は他にもありますが、積極的な連携を行っ
て、より良い環境をつくっていこうとしているのはグノー
ブルが初めてだと思います。中学受験を終えた生徒たち
に、気持ちよく「大学受験もグノーブル」と言えると思う
とうれしいですし、より良い小中高の一貫教育ができる
ように力を尽くしていきたいと考えています。

中学受験、大学受験の指導者として
三浦　グノーブルでは、生徒たちが自分で考えて解決す
る力をつけていくことを常に大切にしていますが、中学
受験指導の場合、それは小さな一歩から始まると思いま

を動かしたり、いろいろな角度から見てみたりしながら、
それでも分からない苦労も多く経験するでしょうが、解き
方に気づいたときのドキドキ感も、達成感も人一倍経験
するはずです。「もっといい法則があるはず」、「もっとい
い調べ方があるに違いない」と没頭する生徒もたくさん
います。生徒たちは、算数・数学の森を探険しているよ
うなものです。少し大げさな表現になりますが、この森は、
数千年の間、人類がさまざまな発見をして興奮を味わっ
てきた森ですから、探険は面白いに決まっています。
纓田　中学受験を最終ゴールにして、正解を出すトレー
ニングに終始したのでは、合格という目標を達成した瞬
間に力が抜けてしまうかもしれません。でも、「算数は
楽しい！」という手応えを持った生徒たちは、数学にも
新しい発見の興奮があるんじゃないかと期待して中学部
に来てくれると思います。私たちも、その期待を上回る

眞田　生徒が自分で考える姿勢を見守っていくことは、
中学受験の場合には特に忘れてはならないことだと思い
ます。ときに、「この問題は教わったことがない」と言う
生徒がいます。思考が止まってしまうのは初めのうちは
仕方のないことです。そのときに私たちがどう導けるか
です。工夫の大切さと言いますか、生徒たちが持ってい
る知識は組み合わせ方次第でまだまだ力を発揮できる、
さらに考えを進められる、そう本人たちが気づけるよう
に導けるか、ということです。
　変化の激しい現代には、「知識は使い方次第で応用が
利く」とか、「知識の組み合わせ方が新しい発想につなが
る」とか、小学生の頃から経験上知っているというのは
大切です。その経験をうまく促す環境を作っていくこと
も私たちの仕事です。
三浦　算数や数学に限らず、何かのテーマについて議論
する時に、西洋の人たちは、意見の裏付けや理由をすぐ
に求めてきます。日本人としてみると、「意地の悪いこ
とを言うな」と思うこともあります。もちろん彼らは意
地悪をしているわけではありません。こうした議論への
耐性は、論理性が求められる算数や数学の学習を通して
培えると思います。実際、大学受験の数学では、かなり
高度な論理性が要求されています。
　算数や数学で身につけられる発想力や独創性も、世界
的に見ても非常に高いレベルにあると私は思います。
越川　大学に国際競争力が求められる中で、数学の受験
問題も正しい方向に推移してきているように感じます。レ
ベルにおいても高度です。１つの問題の中に考えること
がたくさん出てきます。問題文を読んで、条件を全て把
握する、目標は何かをしっかり捉える、その上で論理的
に考えていく、といったことが要求されます。発想力も
必要です。ある部分のことだけ考えていればいいわけで
はなく、柔軟な発想や、いろんなことを同時に考える過
程を経て、やっと１つの答えに辿り着くわけです。よく、

「人生の問題には正解がないので、正解が１つの受験勉
強は役立たない」という批判もありますが、思考の訓練
としては、数学はかなり優れているのではないでしょうか。
纓田　新しい時代に即した指導を念頭に置く一方で、ど
ういう姿勢で日々の授業を行っているのか、研鑽を常に
しているのか、といった自分たちの足元を見つめていく
ことも大切です。中学受験や大学受験の指導という条件
のもとで、生徒たちの力を伸ばすこともできれば、伸ば
し損ねることもあり得ます。将来に役立つ力を生徒たち
が手にしていく援助もできれば、スポイルしてしまうこ
ともあります。
　自分の足元を見つめ直すという意味でも、「算数・数
学の連携」は良いきっかけになります。ついつい私たち
は自分の経験だけを基準にしがちですが、これからは、
算数科の先生方と数学科の私たちの知恵と経験を束ね
て、研鑽し合って成長していきたいと思います。

す。最初は、「答え合わせをしたら合っていた」という段
階です。正解だというだけで１つの感動です。それをきっ
かけに、だんだん難しい問題に挑戦して、あきらめずに
がんばれるようになっていけばいいのです。少し難しい
問題にかじりついて「解けた！」という経験ができれば、
感動はより大きくなります。そのうちに、解けなくて頭が
ジリジリする感じでさえ楽しいと思えるようになります。
　こうやって生徒たちがたくましくなっていく陰で、私
たちは、どんな問題を与えていくのか、教室の雰囲気は
どうか、といったことにいつも気を配っています。生徒
たちの成長は何よりもうれしいことですから、私たちも
一生懸命手伝いたいと思います。
眞田　グノーブルに通う生徒たちは、普通の小学生が経
験する以上のことに触れています。頭をひねったり、手

環境を提供していけるようにがんばります。
　小学校のときに算数が得意ではなかった生徒たちも、
安心して来てくださいと言っておきたいと思います。こ
れまでも、中学生になってから数学がどんどん好きになっ
た生徒はたくさんいます。生徒たちの個性はさまざまで
すから、小学生のときに算数の楽しさに目覚めていなく
ても、きっかけと環境があれば数学を得意科目にできる
のです。
越川　中学受験も大学受験もゴールではないという考え
方は、基本的にはその通りだと思います。しかし、その
一方で、「それでも数学は嫌いだ」という生徒たちにも役
立ちたいとも思っています。人生の通過点である大学受
験を、生徒たちがなるべくスムーズに越えていけるよう
にするのも私たちの大きな役割です。

巻 頭 特 集
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東大に入学して
飯野：テニスのサークルに入り、テニス漬けの毎日を送っ
ています。朝も早起きして朝練に行っていますし、今は
とにかくテニスに夢中です。たまに家にいるかと思うと、
課題に追われて顔色が変わっています（笑）。
仙石：意外、と言ったらおかしいかもしれませんが、東
大生って仲がいいんだなと思いました。私はもっと個の
集団かと思っていたんです。でも、クラス内でとても仲
良く協力し合っているようで楽しそうに過ごしています。
勉強の課題も少なくないようで、高校の時よりむしろ机
に向かう時間は増えているように思います。
林：娘は入学してから、「大学生ってこんなに忙しいんだ」
と言っています。文系、理系を問わずいろんな科目を履

修していますし、アカペラサークルに入って合宿に行っ
たり発表会に出たり、それに加えて勉強の延長のよう
なサークルにも参加していて、毎日「忙しい」と言いな
がらも、結構充実して過ごしているようです。

受験期の様子
飯野：息子は反抗期らしいものはありませんでしたが、
受験期は少しとげとげしかったり、イライラしている
様子が見受けられました。特にセンターが終わってか
ら二次試験までの間はそれが顕著でした。
　親としては、そんな様子を見守りながら、「心配なこ
とがあればなんでも受け止めるよ」という気持ちでいま
したが、私に相談する前に、グノーブルの先生方に相
談をして解決していただいたり、不安を取り除いてい
ただいたりしていたようで、それが大きかったと思い
ます。
　昨年まで長男*もグノーブルでお世話になっていまし
たが、長男の方は小さい頃から優等生タイプで手がか
からない子だったんです。私も安心していて、「このま
ま東大に合格するんだろうな」と思っていたんですが、
高３になって初めて悩みを抱えるようになりました。
相当なプレッシャーがあったんでしょうね。そんな時
にも、グノーブルには楽しく通っていましたし、先生
方に話を聞いていただいたり励ましていただいたりし

て受験を乗り越えました。兄弟ともど
も、グノーブルには大変お世話に

なりました。
＊飯野隼平さん（理Ｉ ２年・浅野出身　Gno-let vol.11
にご登場いただいています）

仙石：以前から物事には主体的に
取り組む子でしたが、大学受験に

向かうときにもそうでした。受験期にも、本人は成績の
ことや勉強のことは口にしませんでしたし、私も一切聞
きませんでした。うちは放し飼い状態でしたので（笑）。
　麻布中学の入学式で校長先生が、「ジャングルに放り
込んだと思ってください。家に帰ってきたらエサと寝床
があればいい、彼らは勝手に生きていく術を見つけます
からどうぞ放し飼いにしてください」とおっしゃられた
んです。自主自立、自由闊達というのが麻布のモットー
で、それがいいなと思い息子を入れましたので、この「ジャ
ングルに放り込んだと思え」という言葉にも共感して実
践してきたつもりです。好きなことをやり続けた５年間
で、勉強に向かったのは６年目だったので、よく間に合っ
たなと思っています。結果を出せたことで、また一つ彼
の自信になったんじゃないでしょうか。
林：娘の場合、何においても、「どうしてこれをするのか」
とか、「何のためにやるんだろう」ということが腑に落ち
ないと先に進めないところがあって、大学受験に関して
も、「どんな意義があるのか」「自分が大学でしたいこと
は何なのか」ということに、納得できるものを探す日々
がしばらく続いていたようです。文系、理系を選ばなく
てはいけないということにも抵抗があった様子で、それ
で、今でも大学では幅広い科目を履修しているのだと思
います。
　娘がグノーブルのことが大好きだったのも、受験勉強

ということを前面に押し出すことのない塾だったからだ
と思います。学ぶことや教養を身につけることがどれだ
け面白いかというのを、グノーブルの先生方から感じ取っ
て、それでグノーブルに傾倒していったように思います。
あれだけ「なぜ受験勉強をするのか」と言いながらも、グ
ノーブルの勉強だけは常に楽しく続けていたわけですか
ら、彼女にとってはグノーブルは納得して学べる場だっ
たのだと思います。

母親としてのサポート
飯野：朝起こしたり、ご飯を用意したり、基本的なこと
しかやっていませんが、息子のスケジュールを乱さない
ように気を遣っていました。塾から帰ったらすぐにご飯
を食べたいとか、お風呂も沸かしておいてほしいとか、
そういう要望にしっかり応えていました。
　男の子ですからあまり母親に悩みを話してこないので
すが、不安な気持ちをポロリともらすこともありました。
そんな時は、「浪人したっていいし、地方に行くのだっ
て自分で考えたことなら私は全部受け止めるから」と言っ
たことがあります。友だちの中にいるとわりと飄々とし
ているところがある子ですが、いろいろ悩みもあったみ
たいで、「ちょっと話を聞いて」と言われたこともありま
した。本人の気が済むまで話を聞いていました。
仙石：「息子の邪魔をしないように」というのが、私の心
掛けでした。たとえばお弁当の量一つとっても、「もっ
と食べた方がいいのに」と私が思っても、「食べると眠く
なるから」と言われれば、言われた通りに量を減らすとか、
息子はリビングを占拠して勉強していたので、息子が勉
強している時に主人が帰ってきたら、主人には隅っこの
方で食事をしてもらったりとか（笑）。あと、家中にいろ
んな教材が散在していて「まいったな」と思っても、あえ

一人ひとりの成長を応援してくれる 塾なので、
私たちもグノーブルを信じてお任せ していました。

ご出席いただいたお母さま：飯野昌美さま　仙石由紀子さま　林 佐知さま

座談会の直前、「今年の東大は掲示板での合格発表がなかったので少し残念でした。でもそれは、子どもが合格できた
から言えることですね」と話されたお母さまがいらっしゃいました。試練を乗り越えて成長していくお子さんを一番近
くで見守られてきたお母さまの言葉として、特に印象に残りました。
今年度の保護者座談会には、「東大合格特集号」（Gno-let vol.13）にご登場いただいた飯

い い

野
の

聖
せ い

樹
じ ゅ

さん（文Ⅲ・学芸大附
属出身）、仙

せ ん

石
ご く

宇
たかし

さん（理Ⅰ・麻布出身）、林
はやし

眞
ま

子
こ

さん（文Ⅰ・桜蔭出身）のお母さま方にお集まりいただきました。今年
もまた、「なるほど」と、深く心に響くお話を頂戴しました。　　　　　　　　　　　　　　　　（取材・文　吉村高廣）

飯野 昌美さま
飯野 聖樹さんのお母さま
東大文科三類（学芸大附属出身）

林 佐知さま
林 眞子さんのお母さま
東大文科一類（桜蔭出身）

仙石 由紀子さま
仙石 宇さんのお母さま
東大理科一類（麻布出身）

※記事中敬称略

保護者座談会２０１4
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て何も言わず１ミリも動かさないなどといったことです。
息子が頑張っているのなら、多少隅に追いやられても良
しとしようといったところでしょうか。ただ、振り返っ
てみれば、私もそういうことを楽しんでいたという思い
がありますね。
　麻布に入ってからの５年間でいろんな方面に徹底して
打ち込んできた姿を見ていたので、最後の１年は勉強に
打ち込むだろうというのは信頼していました。センター
試験の２日目が終わって帰ってきたときに「ダメだった
かもしれない」と呟いたことがあって、その時だけですね、
不安そうな彼を見たのは。１日目は国語の源氏物語でや
られていたので、２日目の理科のときにはプレッシャー
で手の震えが止まらなくなってしまったのだそうです。
もともと受験勉強を本格的に始めた時期が遅かったので
すから、「浪人は折り込み済みでしょ？」と応えましたけど。

林：娘は私にあまり要望をしてこない子でしたので、私
の方でもつい娘が受験生なのを忘れて、自分の相談を娘
にしてしまったこともありました。話は聞いてくれたん
ですけど、「ええ、でもママね、私も一応受験生なのよね」
と（笑）。
　娘の方から、自分が受験生だからという姿を見せるこ
とがありませんでしたから、娘が部屋に入っているとき
には、存在自体を忘れかけることすらありました。下に
息子がおりますが、息子も「受験生がいると家族が気を
つかってキリキリした雰囲気になるというけど、お姉ちゃ
んには感謝だよね。こうしてテレビ観ながら笑っていら
れるんだから」などと言っていました。
　そういう娘にはめずらしく、センター試験が終わって
帰ってきたときに、「二度とこの試験は受けたくない」と
言っていたんです。その言葉で初めて、娘がどれほどプ
レッシャーを抱えていたかを知りました。娘の思いに無
頓着だった自分を反省もさせられました。
仙石：これは推測なんですが、学校の友だちや仲間は、
受験ということになれば全員がライバルなのですから、
受験期の子どもたちは学校でもかなりのプレッシャーを
感じているかもしれません。その時期にライバルではな

い家族の存在は大きいと思います。
飯野：学芸も東大を受ける生徒さんが多いので、お互い
に励まし合いながらも、内心では「オレだけ落ちるわけ
にはいかない」と考えていたと思います。
林：本当にそうですね。学校の先生から「あなたは大丈夫」
と言っていただくことも、逆に緊張につながることもあ
るかもしれません。私は娘の気持ちにずっと気づいてあ
げられませんでしたが、家族の存在は確かに大切なのだ
と思います。

母親の仕事、父親との接点
林：私は仕事をしておりまして家に帰るのも遅く、普段
はどうしても娘の世話もあまり焼けなかったのですが、
センターと二次試験の前夜は「家にいてくれる？」と言わ
れましたので、その日は家にいるようにしました。親に
対してめったに要求しない子ですので、その時ばかりは

「はい！かしこまりました」という感じでした（笑）。
仙石：受験生だからといって、あえて仕事のスケジュー
ルを工面してまで面倒をみるようなことは私もしていま
せんでした。息子の場合、もともとそういう家で育った
からこそ自立が早かったとも思います。
飯野：仕事をしていた方が私の精神衛生上良い場合もあ
りました。たとえば試験の日などはずっと気になってい
ますから、家にいればネットで問題を見たりしながら気
が気じゃないと思うんです（笑）。
　子どもがまだ小さくて中学受験くらいなら、親がもっ
と関われることもあったと思いますが、大学受験になる
と、「何を勉強してるの？」「どこまで進んでいるの？」と
も聞けませんしね。母親が仕事をしているいないにかか
わらず、関われること自体が少なくなっていくのだと思
います。
林：要求もされないですしね。
飯野：ほんとですよね（笑）。また、うちの場合は、主人
が子どもの教育に関わることはほとんどありませんでし
た。子どもが父親に相談することもありませんでした。
私も、お金が必要なときだけ、「塾の月謝の引き落とし
があるからよろしくね」と声をかけるぐらいでした。そ
れでも多少は心配していたのか、センター試験が終わっ
て、「なんか言ってた？」と、主人から私に聞いてきたこ
とはありましたが、基本はノータッチ。
　子どもたちも私に言われるのは仕方がないと思ってい
るのでしょうが、父親に何か言われれば反発したかもし
れません。父親はどんと構えてくれていてよかったのか
なと思います（笑）。
仙石：うちの息子は父親を尊敬しているところがありま
した。ずっと考えていた数学の問題がどうしても解けな
い時には主人に相談してみたり、ときどき二人で楽しそ
うにやっていました。お正月を過ぎると、難しい問題の

答えを息子の方が先に出せることもあったみたいで、主
人も、息子と一緒に考える楽しさだけでなく、越えられ
ていく楽しさのようなものも感じていたようです。主人
は、今は単身赴任をしていますが、大学に入ってからも
息子は物理のことを電話で話したりしています。
林：うちの場合はどこの大学に行くかより、大学を出た
後何をするかが大事だという家庭で、主人はそうした考
えが特に強く、大学進学については具体的な願望は持っ
ていなかったと思います。娘も、大学受験のことを父親
と話すことはまずありませんでした。主人は法曹なので、
娘も文系を選び、だんだん父親に近い道に進むかもしれ
ないと考え始めてからは、世の中で気になることとか、
大学を出た後のことなどを、父親とも自然に話すように
なっていました。

グノーブルのこと
飯野：そもそもグノーブルとの接点は、上の子が高２の
秋のことでした。本人が「英文読解が弱いんだよね。ただ、
どう勉強していいか分からない」と言うので、私があれ
これ探してグノーブルに行き着いた次第です。
　グノーブルに通っている知り合いがいたわけではあり
ませんが、ネットでさまざまな情報を検索した結果、私
の直感で「ここかな」と感じるものがありました。最初本
人は、学校が終わってから塾のために新宿や渋谷に行く
ことをとても嫌がっていましたが、冬期講習の初日から
すっかり気に入って、通常授業にもぜひ通いたいと自分
から言い出しました。
　通い始めてしばらくした頃、私が購読している英字新
聞を、長男が自分から読み始めるようになりました。そ
の姿を見て私も、「グノでよかった」とあらためて確信し
ました。
　そうしたら、今度は、長男と私の話を聞いていた下の
子がグノーブルに興味を持ち始めたのです。そもそもは
塾嫌いだった長男も、「グノは絶対いい。授業がすごい
し力がつく」と勧め、次男もすっかりグノーブルに入り
たくなりました。
仙石：うちは英語は高１の春期講習から、数学は高２の
夏期講習から、本人の意思で通い始めました。私として
は、定期テストで点を取る取らない、順位が上がる上が
らないではなく、高校時代に勉強のスタイルが身につけ
ばいいなと思っていました。
　運動部もバンドもやっていましたし、文化祭も運動会
も実行委員をやっていましたので、とにかく忙しくて、
家で勉強をしている姿は、まず見たことはありませんで
した。いずれ塾に通うことになるだろうと考えていたら、
本人が先輩やクラスの友人から話を聞いてグノーブルを
選んできました。
　英語について言えば、うちの子の場合は、グノーブル

に通い始めてからニュースを英語で聞きたいと言い出し
て、夜９時のNHKのニュースを録画して、それを翌朝
見るのが日課になりました。グノーブルで英語の授業を
受けたおかげで、受験という狭い枠を抜けて、視野が実
際に広がっていったのが本当にありがたかったと思って
います。
林：うちの娘は中学１年からお世話になっています。た
だそれは大学受験を意識して、ということではなく、英
語を深く学んでみたいという本人の思いからの選択でし
た。塾選びにあたって考えたことは、あまり受験を意識
せずに、使える英語をしっかりと身につけていける塾と
いうことでした。東大や医学部を視野に入れた塾も多い
ですし、事実そうした塾に、中学生の頃から通うお子さ
んも周りには多かったのですが、娘にはそうした意識は
なく、初めて体験する英語にワクワクさせていただいた
ようです。
　部活の日に塾がかぶっていて、授業に出るのに30分
くらい遅れてしまう時期があったのですが、「そんなに
遅れてしまうならもったいないし、どうなの？」と聞い
たことがあるんです。ところが娘は全然揺るがないんで
す。グノーブルのことがよっぽど好きだったんだと思い
ます。

仙石：グノーブルの授業には生徒たちを夢中にさせるも
のが確かにあるんだろうと、私も思っていました。無表
情で帰ってくることはまずなくて、「お帰り問題ができ
なくて帰れなかった」と、端

はた

で見ていて可笑しいほど悔
しがって帰ってきたこともありましたし、１番で帰れた
時などは「今日は、早いだろ」と小学生のように胸を張っ
て帰ってきたこともありました。
　モーツァルトのことを語り出したこともありました。
私は音楽をやっているので、どうしてそれを私に話すん
だろうと思いながらも、楽しそうに話すので聞いていた
ら、話の内容が確かに面白いんです。「どうして知って
るの？」と聞いたら、グノの英文の教材でやったという
んです。グノの教材は多岐に渡っていて、彼の知識のい
ろんな部分は、その教材や先生の解説がもとになってい
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ると思います。教養としての裾野を広げていただいたり、
好奇心を育んでいただけたり、そういうことにとても感
謝しています。
林：楽しい英文教材を読めることや、それについて先生
が深く解説してくださることは、まさに娘の望んでいた
ことだったのだと思います。中１の頃から、部活が忙し
くても、同じ学校で通う人があまりいなくても、何があっ
てもグノーブルを続けたいという点に関してはぶれなかっ
たのは、求めていたものや、それ以上のものがグノーブ
ルにはあったからだろうと思います。グノーブルの勉強
の先に大学があって、その先にまた自分のやりたいこと
があるのなら、大学受験が通らなければならない関門だ
ということも納得がいく、と娘は考えたのだと思います。
彼女には他には代えがたい環境だったのでしょう。
飯野：受験勉強って、「辛いけれど避けられないもの」と
いうイメージがあると思います。本人もそれを覚悟して
受験期に向かったのでしょうが、グノーブルに来て、「辛
いけれど避けられない」ではなく、「楽しめるから辛いこ
とでもがんばれる」という授業や教材に出会って、それ
が今の結果につながったと思います。
　グノーブルの勉強には本人はいつも前向きでしたが、
ただ、延長授業があって帰りが遅くなるので、こちらと
しては大変な面もありました。家に帰ってきてから本人
はゆっくり食事をしていましたが、時計を見ると、「早
く食べさせて、早くお風呂に入れて、早く寝かさないと
明日も学校がある」と考えて、私はいつもハラハラして
いました。
仙石：時間に関しては、うちではあまり気になりません
でした。むしろ、同じお月謝でここまで丁寧に見ていた
だけるのはありがたいという気持ちでした。
林：グノーブルの場合、高２までは授業が２時間と短く
て、そのおかげで他の活動を続けながら通うことができ
ました。高３の英語は４時間プラス延長で長くなりまし
たが、大学受験に向かうスイッチを入れていただいたん
だと思います。うちの場合は女の子だからか、帰宅後は

「サラダくらいでいい」と言ってくれたので私としてはラッ
キーでした（笑）。
　娘は、受験の最後まで１日７時間の睡眠時間を取って
いましたが、グノーブルから帰ってからは勉強もせずに、
ゆっくりお風呂に入って寝るだけという感じでした。グ
ノーブルでやるだけお勉強をさせていただいていたんだ
と思います。

グノーブルの先生について
飯野：息子たちは二人とも、先生に対しては絶大なる信
頼感を持っていました。授業はいつも興味深いことが満
載だったようで、先生が授業中に話されたことはよく息
子たちの口から聞いていました。本当に何度も（笑）。

仙石：苦しいことから逃げないでやれたのは、先生方が
ものすごくたくさんの仕掛けを用意してくださって、息
子の好奇心をくすぐり続けていただいたからだと思って
います。
　グノーブルは、東大の問題に手際よく答えを出すため
の塾ではないと思います。数学でも、英語でも、基礎や
背景などたくさんのことを教えていただいて、それで頭
を使うための土壌を作っていただけました。考える材料
もたくさん植えていただきました。もちろん、育て、花
を咲かせ、実らせたのは本人です。ただ、そのための準
備と手入れをものすごく丁寧に、熱心にやっていただけ
たと思っています。
　私の友人から、お嬢さんの英語をもう少し伸ばしたい
のだけれど、息子が通っている塾はどんな感じかと尋ね
られたことがありました。「なんて答えたらいい？」と息
子に聞いたら、「先生の話をずっと聞いていたい塾」と答
えたんです。その言葉に、本当に信頼しているし、心か
らついていこうと思っているのだと感じました。
林：グノーブルの先生の話は、娘の口からもよく出てき
ました。繰り返しになりますが、なんでも納得しないと
前に進めない子なんですが、グノーブルの先生が大学受
験の先を見据えて、その上で彼女が納得できる材料をた
くさん与えてくださったことで、「この道でいいんだ」と
頑張ることができたのでしょう。
　「先生の話をずっと聞いていたい」という気持ちは娘も
同じだったと思います。英語についてはもちろんのこと、
さまざまな学問分野に造詣をお持ちで、それを生き生き
と話してくださる先生の姿から、「学ぶことは素晴らしい」
と娘は確信させていただき、勇気づけられていたと思い
ます。

塾に期待するもの
飯野：子どもたちにとって、志望する分野を選ぶことも、
受験する大学を選択することも、受験勉強を続けること
も、大きな課題だし、大きな試練だと思います。その時
に、受験に出るからやりなさいではなく、興味の持てる
材料を提供していただいたので、自然に勉強に向かえた
のだと思います。そういう勉強だから英語の力も伸びた
のだと思います。
　長男の場合は、進路に迷ったりしていました。本人は
物理が好きだったのですが、周りで医学部を目指すとい
う友人がいれば医学部がいいのかなと揺れていたようで
す。結果として、もともと興味があった物理の方に進も
うと舵を取りましたが、グノーブルの授業で、毎回、さ
まざまな分野の話を聞いて、進路を考えるヒントもいた
だいていたようです。
　次男の場合は、一番上のクラスにはいたものの、周り
からは遅れているという意識をずっと持っていたようで

す。それでも勉強は楽しいと言っていましたし、先生が
気軽に相談に乗ってくださって、的確にご助言をしていた
だいていたので、親としても安心して通わせられました。
仙石：共に成長するライバルというのは絶対に必要です。
先生に名前で呼んでいただける環境で授業を受けながら、
周りのライバルの存在を身近に感じて、「この人たちに
はかなわないな」と思ったり、「でも負けたくない」と思っ
たり。そうした気持ちをずっと持ち続けられることがグ
ノーブル効果だったと思います。
　ライバルに太刀打ちできない時や、どうしても課題を
乗り越えられずに途方にくれたときもあると思いますが、
そんな場合には、一人ひとりのことを考えてくださる先
生方がいらして、見守って下さったり、助言をくださっ
たり、手を差し伸べてくださっていたので、それが諦め
ずに頑張り続けられた決め手だったのではないでしょうか。

林：うちは入塾が早かったので、それだからこそ、中学
生の頃から、受験を意識させないで興味を引き出してい
ただいたことには感謝しています。高３からは大学受験
もきっちり視野に入れたサポートをしていただけました
し、その際にも、学ぶことは楽しいし、学ぶことは意義
があるんだということを納得させてくださるような誘

いざな

い
方をしてくださいました。
　そういう意味ではうちの娘にとっては、グノーブルを

「塾」と呼ぶのはどうなんだろうという感じがします。も
う一つの学校とか家庭という呼び方の方が相応しいのか、
とにかく多感な時期にあった娘にとっては大切な場だっ
たと感じています。グノーブルには、いつも生き生きと
していらっしゃる先生方や、ライバルでもあり仲間でも
ある人たちがいて、大学受験に立ち向かうエネルギーも
与えていただき、しかも、成績を上げるためとか、ただ
合格のためという次元とは違っていて、自分から受験に
向かいたいというスイッチを入れてくださったと思って
います。

お子さんが受験を迎える方に
林：ご本人さえ納得してグノーブルに通っているのであ

れば、何の心配もなさらなくていいと私は思います。先
生と生徒の距離が近い、これだけアットホームな塾です
ので、自分の意思で通っているお子さんは、喜びであっ
たり希望であったり、絶対に何かしら感じていると思い
ます。
　いつスイッチが入るかは、それぞれに違うでしょうし、
それを親御さんが無理に入れようとする必要はないと思
います。グノーブルが好きで通っているお子さんなら、
そのうち必ずこの環境の中で刺激を受けて自らスイッチ
を入れる時がくるはずです。子どもを信じて見守ってあ
げていただきたいと思います。
飯野：うちの息子たちの受験時代を振り返ってみると、
そのサポートの経験は楽しかったと私自身は感じます。
２年連続して息子たちが大学受験をしたのに、それを楽
しむ余裕があったというのは、グノーブルというコミュ
ニティーに出会えたことが大きかったと思います。子ど
もたちはいろんなコミュニティーを持っていますが、そ
のうちのひとつにグノーブルがあって、その中で子ども
たちは勉強に夢中になれて、切磋琢磨させていただいて、
実力も自信もつけていただいたと思います。
　受験生を持つ当事者である親御さんはハラハラして「ど
うなるんだろう」という思いもあると思いますが、グノー
ブルは信じてお任せできる塾です。私も、親としては見
守ることに尽きるのではないかと思います。
仙石：私も主人も息子の成長をすべてにおいて肯定的に
見守ってきました。彼はとにかくいろんなことに積極的
でした。部活の試合も、バンドのライブも、文化祭も、
運動会も、すべて彼の晴れやかな舞台で、私たちはそれ
を楽しませてもらってきました。
　もちろんその裏では、たくさん練習をしたり、人間関
係で悩んだり、いろんな壁にぶつかったりしていたと思
います。努力をたくさんしてきたので、その結果として、
いい本番を向かえていたと思います。
　もちろん、東大受験においても、息子が自分の勉強方
法を確立するには、すごく時間もかかっただろうし、苦
しさも味わっただろうと思います。でも、息子の場合も
そうでしたが、生徒たちがもがいているときに、グノー
ブルの先生方は、一人ひとりに、適切に手を差し伸べて
くださいますので、困難から逃げない気持ちさえ備わっ
ていれば、あとはグノーブルにお任せすれば心配ありま
せん。
　ここには、さまざまな学校の生徒さんたちが集まっ
てきていると思いますが、それぞれの学校生活を大事
にしながら通える塾だというのも大きいと思います。
グノーブルは大量の宿題で生徒をコントロールする塾
ではなくて、一人ひとりの事情や個性に合わせて手を
差し伸べてくださる塾なので、安心してお任せされて
よいと思います。

保護者座談会２０１4
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情報を集め、自分で取捨選択を
吉田：受験勉強に大切な視野の広さには、横の軸と縦の
軸があると思います。まず、横の軸というのは、受験に
使う教科をいかにバランス良く勉強するかです。
中村：私が受け持ってきた生徒の中にも、自分が得意な
科目ばかりに取り組んだり、逆に苦手な科目に力を入れ
過ぎたりと、アンバランスな勉強の仕方をしていた人が
少なくありません。
吉田：中学生や高校１年生で、まだ本格的な大学受験の
ための勉強を開始するまでしばらく余裕ある時期は、好
きな科目を楽しく勉強することが中心でもいいでしょう
が、受験の近づく高校２年生の秋以降は、受験情報を踏
まえた勉強をしていくことが必要だと思います。
　生徒を指導しながら感じるのは、これほどインターネッ
トや大学パンフレットに情報が溢れているのに、なぜも
う少し積極的に自分からそれらの情報にアクセスしない
のだろうか、ということです。
中村：そうですね。ちょっと調べれば情報を手に入れる
ことができるのですが、なかなかそれを自分でしようと
しない生徒が多いと感じます。
　慶應義塾大学を志望している生徒に、私が、「慶應っ
て国語がなくて、かわりに小論文なんだよ」と言うと

「えっ！？」という反応が返ってくることがよくあります。
吉田：中学入試は４教科、高校入試なら国立・都立は５
教科、私立は一部を除いて３教科とほぼ一律に決まって
いて、みんなが同じゴールに向かって勉強します。とこ

大学受験に臨むにあたっては、主体的な情報収集が欠かせません。もちろん第一は勉強ですが、やみくもに
勉強するのは得策ではありません。志望する大学の情報や入試制度、さらには学校行事・部活動のスケジュー
ルまでをも把握して、それに今の自分を照らし合わせて計画的に勉強を進めることが合格の鍵です。はた
して皆さんは、それができているでしょうか？　今回の対談を通して、さまざまな課題が見えてきました。

ろが大学入試になると入試の方式もさまざまで、配点や
教科などもかなり違います。そうした部分に気がついて
いない生徒が多いのでしょうね。
　自分の高校で課せられているものをこなせばいいとか、
とりあえず一番高いところを目指して難しいことをやっ
ていればいいとか、自分が志望する大学の情報をあまり
調べずに、なんとなくのイメージで進んでいるようなこ
とがよく見られます。
中村：少し語弊があるかもしれませんが、その原因の一
つとして中学入試時の成功体験もあるのではないかと、
私は思います。
　中学入試の場合、受験情報の収集は保護者が中心とな
るケースが多く、年齢的にも生徒自らが集めることは難
しいです。そこで「合格」という成功体験をしたことで、「周
りの人に言われたことをやればよい」というイメージが
残り、能動的に動くという発想に結びつかない場合があ
るのかもしれません。中学生になったら「何事にも自分
から動こう」という気持ちに切り替えていくようにして
ほしいと思います。
吉田：それに、大学受験は制度が多岐にわたり複雑です。
推薦入試、AO入試、センター試験利用入試など、ここ
15年くらいで制度が年々複雑化し、受験生がそのシステ
ムに追いつけていない部分があるように思います。
　基本的な例を挙げると、配点です。早稲田大学国際教
養学部を受けようと思ったら、英語100点、国語50点、
社会か数学が50点という配点になりますが、教育学部教
育学科なら、英語、国語、社会の配点がすべて50点です。

となると、英語を得点源にしている人はそれだけでは教
育学部教育学科では苦戦しかねません。こうしたことを
早めに知っていれば、自分の勉強のバランスも変わると
思います。つまり、情報が自分の勉強のバランスに直結
してくるわけです。
　保護者や兄・姉の頃の情報で考えていたら、その間に
制度が変わっていることもありますし、「友達に聞いた」

「インターネットの掲示板で見た」という情報を信じてい
たら、誤りがあることもあります。自分で裏付けを取る
習慣を身につけてほしいですね。
中村：情報の見方にも気をつけてもらいたいです。例え
ば、合格倍率。倍率が高いと必ず難易度が高いかという
と、そうとも限りません。集まる受験生の質という問題
もあります。どれだけ人数が減ろうが求められる学力は
決まっていて、それをクリアできなければ合格はできま
せん。
吉田：もし合格者最低点が公表されているのなら、過去
問を見て、その点数を取れる力をつけるためにはどうす
ればいいかを考えてみることです。自分から積極的に調
べて考えるという経験を、早いうちから積んでおくこと
が大事です。
中村：よく、高校１・２年生の頃に、「まだはっきりは決
まっていないから」と言う生徒がいますが、はっきり決
まっていないにしても、自分が行きたい大学があるのな
ら、それを前提として第二、第三志望になる大学・学部
を、余裕のあるうちから調べておくことも必要だと思い
ます。

　例えば、私大文系志望で、第一志望が英・国・社の３
教科であるということで、数学を簡単に捨ててしまう人
がいます。それも考えもので、私大文系でも数学で受け
られる大学はたくさんあります。慶應義塾大学の経済学
部などは、数学で受けた方が圧倒的に有利だとも言われ
ています。どれだけ情報をインプットしているかで科目
選択、勉強のバランスも変わるはずです。
吉田：国語に対する向き合い方も同様です。例えば東工
大を目指すならセンター試験で950点中600点以上取れれ
ば出願資格が得られ、国語で失点しても十分に狙える
点数です。また、実質の合否判定は２次試験の英語、数
学、化学、物理だけで決まります。その４教科をやれば
よいのは、よく併願される慶應や早稲田の理工学部も同
じです。
　したがって、「自分は東工大を目指す」と強く思ってい
るのなら、国語に力を入れなくてもいいかもしれないの
です。ただし、その後に力がついてきて「東大や京大を
目指したい」と考え直した場合、二次試験まで国語は必
要になってきます。それをあらかじめ知って備えていた
かどうかが大問題。高３の秋になって慌てて国語を始め
ても手遅れになることが考えられます。
中村：逆のパターンもありますね。東大を目指して勉強
してきて、途中で東工大に志望校を変えたとすれば、気
持ちにも余裕ができ、切り替えもスムーズに行うことが
できるわけです。
吉田：あと、国公立の理系では、社会の指定科目が大学
によって違います。同じように国公立の文系でも理科が

横軸（各科目の勉強バランス）と
縦軸（スケジュール）を
広い視野で見渡そう!

グノーブル対談 高校生の受験対策
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２教科必須なのか１教科でもよいのかなど、かなり違い
があります。そうした部分も含めて、自分が受けるかも
しれない候補の中で、最大限の科目に合わせて準備をし
ておかないといけません。後になってもう１教科足すと
いうのは、かなり苦しいことです。
中村：実際の入試の仕組みを知っておけば取捨選択がで
きて、その分合理的に時間が使えますし、より合格する
可能性が高くなるはずです。しかし、それを知ろうとし
ないがゆえに迷走して、無駄なことをしたり、落とし穴
にはまったりする人が、毎年でてくるんです。
吉田：特に、医学部や中堅の国公立大学は、大学によっ
て求められる科目または配点がかなり違ってきますので、
早めに調べておいて自分の中で幾つかの候補を持ってお
いた方がいいでしょう。いざセンター試験が終わってか
ら泣き顔で調べても冷静な対策が打てません。嫌かもし
れませんが、なるべく早いうちに自分の第一志望に届か
ないことを想定しておくことも大事かと思います。
　私がよく生徒に話すのは、自分の理想とする大学、今
の実力をキープできれば合格できるだろう大学、まず間
違いなく合格できる大学、この３種類を想定して、それ
ぞれの受験科目はどうか、配点はどうかを冷静なうちに
シミュレーションしておくことが大事だということです。
中村：センター試験が終わってから先生と顔を突き合わ
せて「どうしよう」というのでは遅すぎます。
　2014年および2013年のセンター試験は国語が難しく、
国語で失敗した生徒が多くいました。そこで初めて志望
校の受験科目を調べてみて「小論文が必要だ」ということ
が分かり、慌てて「小論文をとります！」と言ってきた生
徒がいましたが、そこから始めたのではもう手遅れなん
です。
　小論文に関して言えば、慶應義塾大や医学部など一般
入試で課せられるのみならず、AO入試や推薦入試、最
近だと慶應義塾大法学部のFIT入試でも課せられます。
とくに慶應義塾大法学部のFIT入試は事前に資料を作っ
てプレゼンテーションをするという、極めて特異な能力
が問われる入試制度です。
　大学が要求する水準も高く、当然、準備も大変なわ
けで、そうしたことばかりに力を入れ過ぎていると、ど
うしても一般入試の勉強が疎かになってしまいます。そ
れを知らずに、「チャンスが増えるからとりあえず受け
よう」と、AO入試や推薦入試、FIT入試を安易に考え
ていると後で取り返しがつかなくなってしまうこともあ
り得ます。
吉田：確かに最近の入試にはさまざまな形態があり、チャ
ンスが増えていますね。しかし、それぞれの入試形態に
適応した生徒にはぜひオススメしたいですが、そもそも
不向きである生徒にとってはただ時間が取られ、一般入
試へのリスクだけが高くなってしまう可能性もあると言
えます。

中村：AO入試にしてもFIT入試にしても、大学側は一
般入試では測りきれない能力を持った学生が欲しいから
こそわざわざ実施するわけです。特に志望動機がないの
にAO入試を受けたり、極度のあがり症なのにFIT入試
を受けたりするのは、その意図にそもそも合っていない
のです。
吉田：「受かれば儲けもの」という軽い気持ちで受けたと
しても、不合格はやはり心理的ダメージが大きいもので
す。自分が目指している大学に「NO」と言われるわけで
すからね。そこから気持ちを立て直してみても、その頃
にはもうセンター試験直前です。試験形式や自分の適性、
準備の負担などを吟味したうえで受ける・受けないを考
えてほしいと思います。

中村：準備の必要な推薦入試、AO入試を受ける際には、
他の人よりも早め早めを心掛け、高３前半までに学力を
仕上げておいてほしいとも思いますね。

学習計画は中期・長期で考える
中村： 第二の視野の広さは時間軸ですね。学習を長期
的にどうスケジューリングしていくかということです。
例えば、高３であれば目の前の授業・宿題に追われるば
かりでなく、１年間あるいは３カ月や６カ月というスケ
ジュールを俯瞰することを意識してほしいです。
吉田：高１・高２の生徒も、例えば部活をいつまで続け
るか、学校行事は何月が忙しいか、あるいはここで海外
留学に行きたいなど、大まかに３年間の生活を分かって
いた方が勉強を調整しやすくなると思います。それほど
細かくなくてもよいのです。例えば、高３の春は学校行
事が忙しいから、高２のうちに数学をしっかり固めてお

かなくちゃな、とか。そうしたことを見越しておいてこ
そ充実した高校生活が送れると思います。
　自分なりに計画が立っていれば、周囲の通塾状況や学
習進度を見て焦ることも減り、実際手遅れにもなりにく
くなります。
中村：手遅れという意味では、高３になって英語が苦手
だとかなり苦労しますね。
吉田：昔は、数学が得意だと、英語はそこそこに、数学
で勝負しようという戦い方もよく見られましたが、今の
入試では、英語はできてあたりまえというところがあり
ます。15年前、20年前と比べると、長文の語数も増えて
いる大学が多く、センター試験ですら読むのが遅ければ
解き終わりませんしね。

中村：グノーブル生であれば、授業とGSLをフル活用
することが大前提ではないでしょうか。
吉田：そして、他の教科においても、手遅れという状況
を避けるためには、「まるで分からない」という単元を高
３に残さないことですね。例えば、数学の定期テストの
範囲の単元が全然分からないという状態で試験に臨んで
はいけません。
中村：高１、高２での勉強も大事で、その時期は、高３
になって自分が目指す大学に合わせた勉強をしようとす
る時の「土台づくり」をする期間と言うことができます。
吉田：英語・数学は比較的そう考えてくれている生徒が
多いんじゃないでしょうか。ところが国語や理科、社会
になると、「３年生になってからでもなんとかなるだろう」
と考える生徒がけっこういます。
　グノーブルの物理のカリキュラムは高３の秋からテス
ト演習ですが、それは夏までに基礎力をつけておくこと

が前提になったカリキュラムです。高２の夏から物理の
土台を固め始める学習スケジュールを前提にしているの
ですね。
中村：とはいえ、高１・高２の頃は、理科・社会まで受
験レベルの勉強をする余裕のない生徒も多いでしょうか
ら、最低限は学校の定期テストに対し、後れを取らぬよ
う勉強しておくことです。ただし、英語、数学、そして
私が思うに古文については、計画的に基礎固めをするこ
とがとても大切です。
吉田：このように勉強の計画は、短期計画よりも中・長
期で俯瞰した計画の方が良い場合が少なくありません。
　公立の中学などでは、定期テストの前に計画表を書い
て提出させることがあります。これは、一週間自分がど
のように勉強するかを一日ごとに細かく計画表にするも
のですが、立てるのに時間ばかり取られて、実際には計
画通りにいかないことが少なくありません。
　受験勉強のスケジューリングにしても、張り切って週
間スケジュールを組み、こなせなくて自己嫌悪に陥る生
徒が見受けられます。厳密な計画でなくてもよいのです。
１カ月とか３カ月とか、もう少し中期的にスケジューリ
ングした方がいいと私は思いますね。
　例えば高３であれば、模擬試験がちょうどいいペース
で行われますし、高１・高２ならグノーブルのクラス分
けテストなどを一つの目標としてみるのもいいでしょう。
数か月単位で、「この時期までに○○を克服しよう」とい
う目標を立てて、常にそれを頭の片隅に置きながら毎日
の勉強を進めていき、最終的にその期間の勉強が成果
としてまとまっていくような計画づくりが大事だと思い
ます。
中村：もちろん中には、短期計画をやりこなして成果を
出せる人もいると思いますが、私の経験からすると30分
単位、１時間単位で計画を立ててきっちりやれたという
人は皆無です。ほとんどの場合、最初は小さなほころび
だったものが、だんだん大きくなって結果的に計画自体
が破綻してしまうことにもなるのです。

己を知り、デザイン・コントロールせよ！
中村：「私ってこのままじゃマズいですかね？」と聞いて
くる生徒がいますが、本来それは人に聞くことではあり
ません。自分のことは自分で知って、勉強方法をセルフ
デザインして、それを自らコントロールしていくことが
大事です。
吉田：「参考書は何を買ったらいいですか？」という生徒
も多いですね。アドバイスはしますが、個人的には参考
書選びを人に任せてしまうのは、少し損をしていると思
うんです。参考書というのは、これから数か月、時には
数年間お付き合いするもの。それを選ぶということは、
自分の勉強生活を思い描いたり、それをやり終えてでき
るようになっている自分をイメージしたりすること。楽
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しいことだと思うんですけどね（笑）。まして私は占い師
ではありませんので、「あなたはこれで勉強したら合格
するよ」などと100％断言することはできません。
　解説が詳しい方がいいのか、それよりも難問がたくさ
ん掲載されている方がいいのか。そうしたことは自分で
自分の適性を知って、その適性に合った参考書を選び、
勉強スタイルをデザインする必要があるんじゃないかと
思います。
中村：参考として聞きにくること自体はいいです。ただ
それを鵜呑みにしてほしくないのです。私も小論文の参
考書でどれがいいか聞かれることがありますが、いくつ
か候補を挙げて教えるようにしています。すると、「ど
れがいいか選んでください」という言葉が返ってきます。
そうじゃないでしょ、と（笑）。自分で決断することに対
する不安があるのでしょうね。
吉田：あと、過去問の問題集を買って、解き始める前に

「傾向と対策」を読んで、「ああ、この大学の問題は深い
知識が必要なんだな」と、まるで評論家のように情報を
仕入れる生徒もいますが、そうした分析も鵜呑みにする
のは危険だと思います。
　例えば、「傾向と対策」に、「この大学の英語は、専門的
な単語も出るから語彙力が必要である」と書いてあった
とします。それで慌てて単語帳を買う生徒がいますが、
その「高い語彙力」というのは、もしかするとその人には
すでに身についているかもしれません。「傾向と対策」は
あくまでも一般論です。そもそも、グノーブルの英語を
受講しているなら、単語帳を使った勉強はしませんし、
単語帳を使わずにかなり高い語彙力が身につく仕組みに
なっています。
中村：また、「先生はどうしていたんですか？」と聞かれて、

「僕はこうしたよ」と答えると、「じゃあ私もそうしてみ
ます」という答えが返ってくる。いや、それはちょっと
待て、と。それは僕の成功体験であってその子にあては
まるとは限らない。成功の法則というのは、生徒自身が
考えなくてはならないわけで、人の話をただ鵜呑みにし
てはいけないんです。
　自分なりのリテラシーを持って、自分にあった勉強方
法を選別しないと、「先生の言う通りにやったけど、上
手くいきませんでした」という人任せの受験になりかね
ません。そうした背景にあるのは、自分で決めることに
対する恐怖心なんでしょうが、受験の当事者は本人なわ
けですから決定権を人に預けてはいけませんね。
吉田：ついこの前、「先生、夏休みって何時間勉強すれ
ばいいんですか？」と聞いてきた生徒がいました。「ある
先生が『６時間でいい』と言ったので自分も６時間にしよ
うと思うんです」と。でもそれは、その先生の経験であっ
て、自分がやりたいことや、やらなければならないこと、
集中力などを考えて、６時間が適切だと思うならそうす
ればいいし、それでは足りないと思うならもっとやった

方がいい。そのあたりは自分で考えて判断していくこと
でしょう、と答えました。
中村：「合格者の声」に「毎日10時間寝ていて志望校に合
格した」と書いてあったのを読んで、勇気をもらった、
という生徒がいました（笑）。それは良いのですが、本当
に自分が10時間寝ることが最適なのかはきちんと見極め
てくれないと。
吉田：自分で決めることに対する恐怖が、ひいては、「と
りあえず塾の授業をとっておこう」というところにも表
れていますよね。

　例えば、「週に８コマ塾の授業をとっていて忙しいんで」
などという生徒もいます。これは、今抱えている不安を、
塾の授業をたくさんとることで帳消しにしようとしてい
るとも考えられます。ただ、たくさんとったことでキャ
パシティオーバーになって、どれも集中できなくなって
逆効果である場合もありますよね。
中村：その点、グノーブルは授業をとらせよう、とらせ
ようということはしません。中には、時間を埋め尽くさ
んばかりに授業を取らせようと営業する塾もあるそうで
すが、その生徒のことを第一に考えれば、本来そうした
アドバイスは出てこないはずです。
　私は、小論文を見ていてよく書ける生徒には「君は講
習だけでいいよ」と言うことさえあります。自分自身の
苦手科目の克服や復習などの時間もたくさんとってほし
いからです。ただ、生徒自身に不安があって、他の塾で
授業をとりまくって安心しようとする例もあるようです。
　私は生徒の能力を疑っていません。高校生の思考力・
判断力を重視しています。だからこそ、こうしたことを
伝えたいのです。実際に自分で考え、決断する恐怖を乗
り越えて成果を出す生徒もいます。結局のところ、大学
受験というのは、自分で考え、自分で答えを見つけてい
かないといけないし、それが人間としての成長にもつな

がるはずだと思っています。
吉田：今年の「合格者の声」の中で、東大に合格した生徒
が、「大学受験を通して、自分で決断し、その責任をと
る能力が身につきました」と書いていました。それはま
さにその生徒が人としても成長した証です。こうした体
験ができるチャンスなのだと気づいてほしいです。
中村：もちろん、分からなかったら、相談してもいいの
です。いろいろな人の意見を聞いて比較検討するのもい
いでしょう。ただ最終判断をするのは自分です。そこは
押さえておきたいポイントですね。
吉田：さて、自分の現状を知る手段の一つに模擬試験が
ありますが、これも使いようですね。力がついていない
うちに模試を受けて、試験中ぼんやりと時間を過ごして
いては意味がありません。学校で指定されるもの以外は、
自分の力をよく見極めて、選別する必要があると思い
ます。
中村：信頼できる授業があって、それの復習をすること
によって志望校に合格できる力がつくという確信がある
のなら、模試はただのチェックです。

　生徒によく言うのは、やるべきことはとても多いので
自分なりに選別しなくてはいけないということです。現
状チェックの道具として模試があるわけですが、それを
もとにしてこれから何にどう取り組んでいくかを考える
ことが肝心で、数多く受けることに意味があるわけでは
ありません。
吉田：志望校の合格可能性判定だけを見て一喜一憂する
生徒がいますが、例えば志望校が決まっていて、変える
気がないというのであれば、A判定が出ようがE判定が
出ようが、そこが重要なのではありません。
　大切なのは、教科バランスや分野別の得点率などを参
考にして、できなかった分野を克服していく努力です。
単に帳票を見るだけでなく、復習を並行するべきです。

もし普段できているタイプの問題がたまたま計算ミスな
どでできなかったということが分かれば、そこまで気に
することはありません。ただし、その誤答が分野全体の
未理解によるものなら、塾の教材や問題集で補う必要が
ありますね。また国語でよくあるのは、志望校と出題傾
向が違い過ぎて、できなくてもそれほど気にする必要が
ないということ。小説が出題されない大学を受けるのに、
小説の不出来で悩んでも仕方ないのです。
中村：模試の復習をするというのも、良い場合もあれば
悪い場合もあります。難しすぎて手が出なかったものに、
膨大な時間をかけて復習しても効率が悪いです。模試は
分析に留めて、むしろ日頃の授業の復習を進めるべき場
合もあります。一方、学校でしかやっていない教科で、
徹底復習をすることで実戦力をつけるべき場合もあるか
と思います。
吉田：私はよく、受験をダイエットにたとえて話すので
すが、模試や過去問演習をやるのは、ダイエットでいう
ところの体重計に乗ることなんです。ただ毎日体重計に
乗るだけで何の反省もなく生きていたら痩せるわけがあ
りませんよね。反省して何らかのアプローチをするから
こそ痩せるわけです。逆に言うと、普段から運動をして
いるのならば、体重計に乗らなくても自然と痩せていく
わけです。そういうふうに模試や過去問演習をとらえた
らよいのではないかと思います。
中村：結果が思わしくなかったとしても、「どうしてこ
うした結果になってしまったんだろう」とか、「どうして
もっと早く始めなかったんだろう」とか後悔するのでは
なく、「じゃあ、合格に向けてどうしたらいいのか」を未
来志向で考えること。「WHY」から「HOW」への気持ち
の切り替え、と私は言っています。
吉田：漠然と悩んでいても、一歩も前進しません。「私
は数学がダメなんだ」ではなく「自分はこの単元の理解・
演習が不足している」「これからは○○克服のために△
△をやろう」というように、課題やミッションに分解して、
一歩一歩着実に進んでもらえればよいと思います。
中村：自分で考えて自分で決めるには勇気がいります。
しかし、それができなければ、実りある受験勉強はでき
ません。そして、そうした勇気を持つということが、そ
の人の本質的な人間的成長にもつながっていくのだろう
と思います。

私たちの受験期を振り返って
吉田：勉強するときの座右の銘がありまして、それは

「MAT30」という言葉なんです。知人に聞いた言葉で、「辛
いと思ったところから、もう（Mou）あと（Ato）30分」
という意味です。妙にインパクトがあって、「もう疲れ
たから、このあたりでやめようかな」と思ったときに必
ず思い出すんです。そこから、あと30分頑張ることを続
けていると、だんだん頑張れる自分になっていきます。
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吉田：古文については高２の終わりまでに仕上げておか
ないと捨て教科になりやすく、国語（古典）がない大学や
国語の配点が低い大学を探さなくてはならなくなってし
まいます。２年生までに文法は一通り頭に入っていて、
基礎的な古文単語は200〜300語覚えている状態にし
ておきたいものです。
　３年生になると、東大国語や一橋国語・私大国語など、
具体的な目標に合わせた講座が設けられます。基本的に
は過去問題での実戦演習です。そこで他の人が、「○○大
学に向けた思考力を鍛えよう」と言っているときに、古
文の単語の意味が分からないという次元で悩んでいては、
置いていかれてしまうことになりかねません。
　グノーブルの古文のカリキュラムは高１もしくは高２
の１年間で古文の学習を完結させます。春期講習の段階
で必要な文法は一通り概観してしまいます。英語などと
比べると、必要な文法や単語のボリュームが少ないため、
春のうちに全体を見渡してしまい、そこからは実践力を
身につけるためのトレーニングです。４月の段階から長
文を自分の手で読みこなすことに挑戦し、次第に長文を
レベルアップさせていきます。12月頃には東大レベル
の長文に挑めるような構成になっています。古文という
のは、現代日本語と通じるものもあるだけに、文法・単
語のポイントを意識化しにくいのですが、それを実際の
文章の中で気づいていくトレーニングがとても大事だと
考えています。
中村：現代文には部分読解と全体読解の２つがあります。

例えば、部分読解は指示語や接続語を踏まえて傍線部に
関連のあるところを探してくることが基本です。内容を
把握するには語彙力に加え、自分の主張を排除し、書か
れている内容をそのまま受け取る客観的理解が不可欠で
す。大学受験では、思考力といっても「気持ちを想像する」
ような曖昧なものではありません。そのあたりを実際に
問題でやっていきます。
　私はさらに、書かれている文章の背景を知っておくこ
とが、問題を解く場合の手助けになると思っており、授
業ではそこまで踏み込んだ解説をしています。文章の知
的背景や現代の知的潮流を理解していると、そこに書か
れている内容がより分かりやすくなります。
　小論文の講座は高２の冬期講習からです。小論文の実
力には大きく分けて２つあります。１つ目は内容がきち
んと書けているか、もう１つは文章が正しく書けている
かです。前者の場合は、どのようにポイントを押さえて
どのようにアプローチすればよいかが分かれば、非常に
早く力をつけることができます。ところが後者の場合は、
文章そのものが書けない、ということなので、これを磨
くのには時間がかかります。
　したがって、自分は「文章は書けているけど内容が書
けていない」のか、あるいは「文章も内容も書けない」のか、
そこをまず見極めることが大切です。その見極めのタイ
ミングとして高２の冬期講習に小論文入門を開講してい
るのです。

そうすると自信もつきますし、「今日はここまで終わら
せることができた」という達成感を感じることもできます。
　もう一つ、高校生の時に支えとしていた言葉が、「限
界の向こうは無限大」というものです。ある歌の歌詞な
のですが、「ここまでしかできない」と限界を決めつけずに、
その先まで進むことができれば、本当にどこまでも進む
ことができる、という意味だと思っています。自分のキャ
パシティの上限を自分で決めつけてしまいがちですが、
そこで踏ん張ることでキャパシティそのものが広がって
いくはずです。
　高い壁に挑戦する受験勉強の期間というのは、自分の
キャパシティや可能性を広げるチャンスです。そこまで
やれれば、結果に関わらず、自分という人間が誇れるだ
ろうし、人生における実力もついているはずです。
中村：私は浪人時代、白髪になったんですよ。それほど

辛かったのですが、尋常でなく頑張った１年間であった
と自負しています。大学を卒業し働き出してからも辛い
ことはありましたが、浪人時代よりはマシと思うと耐え
られるし、「あの浪人時代を乗り切ることができたのだ
から自分はこれもできる！」と自信を持てるようになり
ました。もしドラえもんがタイムマシンを貸してくれる
なら、19歳の自分に会いに行って「よくやってくれた」と
お礼を言いたいくらいです。
　よく、「勉強は自分のためにするもの」と言いますが、

「自分っていったい何だ？」と考えると、今の自分もそ
うですが、将来の自分でもあるわけです。30代、40代
になって、「あの時よく勉強してくれたね。おかげで今
幸せです」と、将来の自分が今の自分にお礼を言ってく
れるような取り組みを、今この時期にしてほしいと思い
ます。

◎ 国語科が推奨する受験対策

どのような体験をしてきましたか
黒木：ひとことで言うと、ずっと旅をしていました。６
月に旅立ち、８月の頭に一度帰国してバイトをしていま
したが、その後また１月から２月まで、西ヨーロッパ、
中国、東南アジア、インドなどを、バックパックを背負っ
て回りました。特別な目的意識があったわけではありま
せん。12号のグノレットにも投稿させていただいた通り、

世界に出て、
自分と出会えた。
７期生の黒木あたるさん、山田智子さんの『FLYプログラム』活動レポートを、Gno-let vol.12でご紹介しました。
当時は活動の真っ最中で、それぞれに訪ねた国での奮闘ぶりを投稿していただきました。お二人は現在プログラ
ムを終えて帰国し、東京大学の１年生として学生生活を送っています。このプログラムを体験してどんな発見があっ
たのか。また、その経験が今の学生生活にどう活かされているのか。お二人にじっくりお話を伺いました。

（取材・文　吉村高廣）

いろんな国のいろんな人や文化に触れ合いながら、これ
までの自分を振り返ってみて、これからの指針を探す時
間が欲しかったんです。
山田：私がFLYプログラムに参加した目的のひとつが、
海外で働いてお金を得る体験をすることでしたので、
アルバイトができるビザを取って旅立ちました。まずカ
ナダでホームステイをしながら語学学校に３カ月間通い、
ホームステイ期間が終わってからはネットで住む場所を

黒
く ろ き

木 あたるさん
東京大学文科一類1年
駒場東邦出身

山
や ま だ

田 智
と も こ

子さん
東京大学文科一類1年

桜蔭出身
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山田：FLYプログラムを活用して海外でアルバイトを
するというのは、自分の漠然とした夢の予行演習でもあっ
たんです。私は将来、海外で仕事をしてみたいという思
いがあって、短い期間でも現地で働いてみるのはいい経
験になると考えました。
　ところが最初のドーナツ屋さんのアルバイトはすごく
忙しくて、仕事を速くしないとお客さんが滞っちゃうん
です。マネージャーさんからせかされたり、ミスが続い
てひどく怒られたりの連続でした。それまではアルバイ
トもしたことがありませんでしたし、親以外の大人に怒
られたこともなかったので、思い切りへこまされました。
　実は、以前の私は、がんばれば大体のことはできると
思っていたんです。運動だけは遺伝的なものもあるので
自分でもこだわりはなかったのですが、勉強は自分がが
んばれば成績も伸ばせたし、文化祭の企画でも考えて努
力すれば一定の成果が上がる経験をしていて、がんばっ
たことで困ることはなかったんです。
　ところが、ドーナツ屋さんでは、どれだけがんばって
も皆ができていることが自分ではスッとできなくて。
それでも、努力を続ければできるはずだと考えて２週間
は続けていました。仕事場では絶対泣きませんでしたけ
ど、部屋ではいっぱい泣きました（笑）。３週間目に入っ
たときに、「これは自分には向いていないのかな」と考え
たら少し納得できました。やっている仕事自体が好きで
はないことも悟って、向いていないことを無理やりが
んばっていても発展性はないんだということを初めて
実感しました。
　その後働いた託児所でも大変なことはたくさんありま
したが、敬意の持てる人に指導を受けられて、環境も良
かったし、何より私は子どもが好きだったので続けられ
ました。
　実際に社会の中で働いてみて、がんばればどんなこと
でも何とかなるとは限らないと知らされましたが、自分
に向いていることであれば、がんばれるし、成長もでき
るし、長く続けることもできそうだと分かりました。

自分が変わったと思いますか
山田：FLYプログラムに参加して自分を変えたいと思っ
ていましたし、海外に行ってさまざまな体験をすれば劇
的に変わるとも思っていました。でも、海外で仕事をし
ながら暮らしてみても、自分の奥の奥は自分のままでし
た。変わったのは、自分に対する自分の見方です。
　例えば、英語力はカナダに行ってすごく上がったわけ

ではなくて、向こうに行く前に持っていた英語力で通じ
ていたんです。向こうに行って必死にトレーニングした
わけではなくて、初めから、意外にもちゃんと話せまし
た。その英語力は以前から自分が持っていたものなのに、
恥ずかしいという気持ちが先に立って、一歩踏み出すこ
とをしていなかったんです。

　今なら一人で海外に行ってもコミュニケーションもと
れるし、働いて生活もできると思えます。能力が伸びた
というよりも、自分が持っている力をちゃんと意識でき
て、それを生かせるという自信が持てたという点で変わ
りました。
黒木：僕は、自分がいろいろ変わったと思っています。
以前は、失敗するのが怖かったです。人から怒られたり、
人から蔑まれたりすることが怖くて、だから僕は勉強ば
かりしてきたところがありました。勉強はよくできたし、
勉強していれば誰からも怒られることもないし、成績が
良ければ尊敬だってされます。だから、ずっとそこにこ
もっていたんです。大学でも勉強ができれば評価される
し、社会に出ても勉強に代わる何かの成績で評価される
と思っていたので、そこにこもってさえいれば、失敗を
しない人生を送っていけると考えていたんです。
　旅に出て気づいたのは、必ず失敗するということです。
そして、失敗してもそこで終わりじゃなく挽回可能だと
いうことが分かりました。
　事実いろんな失敗をしましたが、イタリアで、自分が
油断していたせいでスリにiPhoneを盗まれたことがあ
りました。警察に行っていろいろ手続きをしてその日は
終えましたが、情けないことに、次の日は外に出るのが

探して、シェアハウスでの生活をスタートさせました。
その頃からアルバイトも始めました。最初に働いたの
はドーナツ屋さんでしたが、その仕事は２週間半ほど
しか続かず（詳しくは後ほど）、その後は託児所でずっ
と働いていました。最後は、カナダとアメリカの西海
岸の旅行をして帰国しました。

FLYプログラムへの参加動機は
黒木：大学に合格した時に、「東大に入って、大学生活
に忙殺されて、気づいたら就職している」と、そんな流
れが見えてしまったんです。流されていくのではなく、
自分の意志で動くために、流れをいったん止めたかった
んです。
　ずっと、「とりあえず」という気持ちで、中学時代も、
高校時代も、当たり前の学校生活を続けていたところが
ありました。受験勉強も、「とりあえず大学に受かったら」
と思いながら続けていました。中学・高校の生活はそれ
なりに楽しかったし、受験勉強にも意義は見出してはい
ました。でも、大学選びも、「周りが東大だから自分も
とりあえず」という感じで、何かをいつも先延ばしにして、
自分の中の違和感もずっと抑えていたようなところがあっ
たんです。
　ところが東大に入ったら入ったで、今度は進振り（進
学振り分け）のために頑張ることになるし、結局また忙
しい毎日が続いていくんじゃないかなと思えて、だか
ら１回流れを止めて、自分の時間を確保したかったん
です。
山田：今の話には共感できるところがいろいろあります。
私の場合、中学、高校のときの生活の中心は勉強でした。

「大学生になったら留学したい」という希望はありました
が、ただ、それはとても漠然としたもので、具体的なビ
ジョンではありませんでした。高校生の頃は、大学入学
後やその先のことを真剣に考えもせず勉強だけしていた、
と言ってもいいかもしれません。
　実際に大学に入ってみたら、思っていた以上に忙しそ
うで、夏休みはあるにしても、自分のしたいことが全部
できるわけではない、そもそも自分のしてみたいこと
も分からない、このままでは自分が本当にやりたいこ
とも分からないまま短い４年間を過ごしてしまうんじゃ
ないかと、少し恐ろしくなり始めたんです。大学生活
に入る前に、まずは大学時代に自分は何をしたいのか
をはっきりさせたくて、それでFLYプログラムに参加
しました。

やりたいことは見つかりましたか
黒木：正直なことを言うと、人生で何をしたいのかとか、
具体的にどんな仕事に就きたいかということまでは見つ
かりませんでした。でも、自分がどういう人間なのかは
以前よりはっきりしました。どんなことに興味があって、
どんなことに楽しみを感じられて、どんなことは耐えら
れないのか、などといったことです。
　たぶん、僕はお金とか地位にはあまり興味がなく、他
人と比べて勝ったとか負けたということも嫌いで、自分
が大切で楽しいと思えることをずっとやっていきたいの
だと思います。
　例えば、カンボジアの村に行って、現地の子どもに英
語を教えるボランティアに参加した時のことです。一
緒にいた他のボランティアの人たちは、現地の言葉で
あるクメール語には興味を示さなかったのですが、な
ぜか、僕はクメール語をものすごく勉強したくなった
のです。そこまで勉強しても、今後クメール語を使う
機会なんてないのだろうけど、それが分かっていても、
現地の人たちと現地の言葉で話せることが僕には楽し
いことで、大切なことだったんです。その村を出ると
きに、村の人と別れの言葉を交わしたのですが、話し
ていただいたことはすべて分かり、こちらもちゃんと
挨拶ができて、「よし。納得の別れができた」と思えて嬉
しかったです（笑）。
　そこにあったのは損得ではありません。自分が興味を
持てることには、とことん突き詰められる自分がいるこ
とが分かりましたし、この先何かを選択しようとする時
にも、こんな気持ちが基準になるんじゃないかなと思え
ます。
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怖くなったんです。盗まれたのは、たまたまiPhoneだ
けでしたが、iPhoneと同じバッグにパスポートやクレ
ジットカードも入れていたんです。全部盗まれていたら
旅はもうそこで終わりでした。世間知らずのまま旅に出
ましたが、旅先ではもっとひどい目に会う可能性がある
のに、自分は無防備だと考えていたら怖くなったんです。
でも、そこで閉じこもるのは違うとも思いました。失敗
しても、そこで臆病になって立ちすくむのではなくて、
大事なことは、失敗した次の日にまた外に出られるかど
うか、転んだ後に立ち上がって、また転ぶんじゃないか
という不安がある中で、もう一度歩き始められるかどう
かだと気づきました。
　その時の経験を生かしたもう一つの出来事が、さっき
話したカンボジアで英語を教えていた時のことです。はっ
きり言って失敗したんです。クメール語の勉強はできま
したが、肝心の、子どもたちといい関係を築くことが自
分にはできませんでした。その時は、「自分には人に教
えることは向いていないのかな」と思ったんですが、そ
こでイタリアの事件を思い出して、ここでもう１回でき
るかどうかが重要なんだと考え直しました。だから、今
は小さな塾で子どもたちに英語を教えるアルバイトをし
ています。
　高校生までの自分は、いつも周りの人たちに守っても
らっていました。周りの人がこっちに来てくれて環境を
整えてくれたので、それで失敗せずにやれたんです。で
も、海外に一人でいるときには自分でやるしかありませ
ん。こっちに寄ってくる人はたいていスリかサギなので

（笑）。とにかく、自分の責任で何かをすれば、失敗は必
ず起こるのです。
山田：向こうでアルバイトを探す時は、自分のプロフィー
ルを英語で書いたレジュメを持って、お店に突入という
か、アポなしで面接を受けに行くんです。何軒もお店を
回って、雇ってもらえるところを足で探さなくてはいけ
ません。それはカナダに行く前から知っていましたから、
レジュメをたくさん印刷して持ち歩いていたのですが、
お店に入る勇気がなくて、しばらくは二の足を踏んでい
ました。
　そもそも私は、日本にいた頃から初対面の人と話すの
が苦手でしたし、しかも英語で自己アピールしなくては
ならないのですから大きなプレッシャーだったんです。
でも、やると決めたことに勇気が出ないのがすごく悔し
くて、ある日、とうとう意を決してお店のドアを開けた
んです。その時はもう頭の中が真っ白で、何を話すわけ
でもなく、ただレジュメを渡しただけで終わってしまい

ました。それでも、それは私にとって、とても大きな一
歩を踏み出せた瞬間でした。まだ一軒しかお店に入って
いないし、なんにも話せなかったにも関わらず、すごく
嬉しくて一人でケーキを買ってお祝いしました（笑）。お
祝いに値するくらい、目の前の視界が開けた瞬間だった
のです。

FLYプログラムの意義
黒木：FLYプログラムは、自由に考えて、自由に決定
することが許されることが魅力でした。実施前には、自
分で計画を立てます。それについて親に意見を聞いたり、
大学に計画を提出したりと、時にはダメだしをくらいな
がらも、なんとか了解を取りつけていくという過程があ
ります。
　旅をするのかそれとも留学をするのかという最初の段
階で、まず自分でどちらの可能性も検討してみました。

「やっぱり旅がしたい」という思いが湧いてきました。親
の希望は留学でしたし、周りのほとんどの大人も「どう
考えても留学でしょう」という意見でした。でも、自分
の中では旅をしたい気持ちが強く、その気持ちを親にも
通し、大学にも通していったんです。周りの人たちを説
得していく中で、「本当に旅がしたい」ということに改め
て気づかされるところもありました。
　FLYプログラムは自由度が高く、それだけに自分で
考えなくてはいけないことも多く、人を説得する必要も
あり、その過程でますます自分のことが見えてくる、と
いう経験をしました。
　もし高校時代にこうしたチャンスが巡ってきたとした
ら、親や先生から「違うんじゃないか」と言われれば引き
下がっていたかもしれません。自分が折れれば、誰に対
しても迷惑や心配をかけることも、文句を言われること
もないわけですから。その意味でもFLYプログラムは
自分にとって意義深いものでした。
山田：私もFLYプログラムを通して、自由の意義を感
じました。参加者たちは皆、行く国も違えばやっていた
ことも違います。それぞれに充実していたようで、興味
深い話もいろいろ聞けました。
　目的もやることも決められていませんし、日程や行程
も自分で決められます。移動手段も、滞在先も、かける
費用も、あらゆる面で自由なのですが、飛行機の予約を
とることから始まって、現地で通う学校に申込みをする
ことなども全部自分でやらなければなりません。旅行会
社のパッケージ旅行ならいくつかあるプランの中から選

べばいいわけですが、自分でプログラムを設計していく
ことの難しさも味わいました。
　決まっているレールの上を走るのではなく、自分だけ
のための１年間をどう過ごそうかと試行錯誤しながら進
んでいくようなことは初めての経験だったので、すごく
勉強になりました。

大学に戻って、今
黒木：自分で言っていいか分かりませんが、今すごく勉
強しているんです（笑）。それは高校までの勉強とは違い
ます。去年までは、勉強していれば周りの人からも評価
されたから勉強していたわけですが、今は心から楽しく
て勉強しています。
　去年も、旅に出る前に少しだけ大学の授業には出てい
ましたが、同じ授業でも、今は伝わってくる楽しさがま
るで違います。いろんな方面への興味や好奇心が強化さ
れたというか、楽しめる度合が深まったというか。FLY
プログラムに参加していた最中はまるで勉強していなかっ
たので、知識欲も渇望していたのかもしれません。
山田：大学生になった時には、アルバイトをして、勉強
もして、さらには留学もしてと、いろんなことをやって
みたいと思っていました。授業もいろんな方面のものを
とり始めていましたが、FLYプログラムに参加して興
味の対象が絞れてきました。今の中心は語学です。中国
語と英語を一生懸命勉強しています。語学以外の授業も
絞れるようになりました。興味の持てる授業なのでモチ
ベーションも上がります。
　勉強以外の活動でも、以前だったら興味の幅が広すぎ
て、あれこれ手を出してきっと消化不良を起こしていた
かもしれません。今は興味の方向性が分かっているので、
限られた時間の中で、自分が本当にやりたいことができ
ていると感じています。

　FLY Program（初年次長期自主活動プログラム、
Freshers' Leave Year Program)とは、東京大
学が平成25年度入学者から始めたプログラム。
　新入学者は、自らの申請によって１年間の特別休学
期間を取得できる。この期間は、東京大学以外の場で、
ボランティア活動や就業体験活動、国際交流活動など、
長期間にわたる社会体験活動を行う。これらの活動を
通じて学生が自らを成長させることが目的だ。

＊東京大学のFLYプログラムの詳細
URL：http://www.c.u-tokyo.ac.jp/info/academics/
zenki/fly/

東京大学のFLY Program

「Gno-let Vol.12」に掲載されたレポートです
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中学受験グノーブルから

中学受験グノーブル、スタート！

子どもたちの能力を
ベストの形で引き出す

「知の力を活かせる人に」を教育理念としているグノーブルグループは、
中学受験の指導では、具体的にどのようなことにポイントを置いている
のでしょうか。vol.12に引き続き、眞田素先生のお話を紹介します。

学んだことを有機的に
結びつけていく力

――vol.12では、これまでの先生のご経験と生徒との
向き合い方について伺いました。グノーブルでは具体
的にどのような指導をされていますか。
眞田　大学受験グノーブルでは「知の力を活かせる人に」
を教育理念にして、生徒たち一人ひとりと向き合った
指導をしています。このことは小学生に対しても全く
同じであると考えています。子どもたちの能力や興味は、
100人いれば100通りあります。偏差値だけを基準に
した指導ではなく、100通りの能力や興味があれば、
100通りの指導、向き合い方があるはずです。そのた
めにも、子供たちが持っている能力、抱く興味をでき
るだけよい形で引き出したいと思っています。

――受験における多様な能力や興味とは、学校選びに
も関係するのですか。
眞田　その通りです。たとえば算数の授業を行うと、
とにかく点数を取ることに集中する子がいたり、ある
傾向の問題に対して興味を持ち、解くことに楽しみを
見出す子がいたりします。これらは良いとか悪いとか
という問題ではありません。中学受験を意識した勉強
であっても、そうした一人ひとり違っている能力や興
味を伸ばすことから始めることが大切です。
　「もっといい法則がある」「もっといい調べ方があるに
違いない」と没頭する生徒もたくさんいます。いわば、
生徒たちは、算数・数学の森を探検しているようなも
のです。この森は、数千年の間、人類がさまざまな発
見をして興奮を味わってきた森ですから、その探検は
子どもたちにとっても面白いに決まっています。

眞田 素
（東京校 算数担当）

　グノーブルでは、普通の小学生が経験する以上のこと
に触れています。頭をひねったり、手を動かしたり、い
ろいろな角度から見てみたりしながら、それでもわから
ない苦労を多く経験するからこそ、解き方に気付いたと
きのドキドキ感も、達成感も人一倍経験するはずです。
　また、いつもお話ししていることですが、お子さま
一人ひとりそれぞれに合った学校があります。こうい
う能力がある、こういう興味を持った子ならば、どの
学校に行ったら充実した学校生活を送れるだろうか、
大きく成長できるだろうかなどを常に考えながら子ど
もたちに接しています。

――先生の担当教科である算数について学年ごとの指
導の特色を教えてください。
眞田　２・３年生では処理能力と思考力を高める授業を
行っています。また、４年生と５年生は単元別にカリキュ
ラムを組んでいます。一つの単元を４回の授業で学ぶ
のですが、たとえば「速さの文章題」では、旅人算、流
水算、時計算・通過算、グラフの４回といった具合です。
このカリキュラムにより、その単元を総合的に理解し、
考えていくことができるようになります。
　さらに６年生の後半になれば平常授業と並行して志
望校別授業も行われます。平常授業では算数の力をよ
り着実に上げるために、復習問題や今の力をはかる問題、
少しレベルの高いチャレンジをする問題など、幅広く
対応できる力をつけるようにしています。また志望校
別の授業では、合格に向けての対策問題や予想問題で
合格力をより高めていきます。
　たとえば、算数の図形問題では自分で図形を動かし
てみたり、等しいところを探してみたりと、柔軟な発
想や多角的な視点の持ち方が大切な場合があります。

このような発想や目を養うには、ある程度時間をかけ
て自分で糸口を見つける努力が必要です。そうした習
慣は、図形問題に限らず、先々の勉強に必ず役立つは
ずです。結局、自分で発想したことでなければ、自分
の力にはなりませんし、自分で気づいたときの喜びは
次への意欲にもつながりますので、こうしたことを念頭
に置いて各学年で指導を行っています。

――２年生から５年生にかけて算数の基礎や考え方を
学び、６年生で本格的な受験体制に入るのですね。
眞田　受験では、それまで身につけた基礎的な処理能
力や思考力を結びつけていく能力が求められます。実
際の受験では見たことがない問題が出されます。その
時諦めずにそれまで学んできたことの中にヒントがな
いだろうか、どの考え方をどのように組み合わせたら
問題を解けるだろうかと考えていかなければなりません。
教えられたことをそのまま覚えるのではなく、そこか
ら先を自分で調べたり、学んだことを有機的に結び付
けることが必要なのです。自分で学ぶ楽しさ、調べて
解決していく楽しさを分かるようになれば、いろいろ
な考え方を結びつけて、問題を解いていく能力も必然
的に養われていくものであると考えています。

偏差値だけではない
学校選び

――中学受験を控えた子どもをお持ちの保護者に伝え
たいことはありますか。
眞田　受験をする子どもたちは、まだ小学生です。親
がそれに関わることは大切なことです。ただし、過干
渉になることは避けるべきです。スタンスとしては、「見

守る」ということになります。時に声をかけて激励し、
時に黙って支えてあげることです。
　もしお子さんが「自分で勉強するからもう親が関わら
なくても大丈夫」と言っても、その言葉を額面通りに受
け取ることが難しい場合もあります。「怠けたい」という
シグナルの場合もあるからです。子供から目を離し過
ぎないことが、親に求められている姿勢です。

――実際に受験する中学を選ぶとき、親はどうすべき
でしょうか。
眞田　これも先ほどお話したことと重複する部分があ
りますが、偏差値だけで受験校を選ばないことは重要
なポイントです。そのためにもいろいろな学校を見て
ほしいと思います。
　今の親御さんの世代が小学生や中学生だった30年ほ
ど前と比べると、私立中学の姿は大きく様変わりして
います。多くの学校で大学受験に向けての指導に力を
入れたり、生徒さんの力を伸ばすために工夫したカリキュ
ラムや行事を導入したりするようになっています。自
分の経験や昔の知識だけに頼らないことも大切です。
　中学受験は最終の目的ではなく、子どもたちの将来
のためのスタート台に立つことだと思います。変化の
激しい現代には、「知識は使い方次第で応用が利く」と
か、「知識の組み合わせが新しい発想につながる」とか、
こうしたことを小学生のころから経験上知っているこ
とが大切だと思います。その経験をうまく促す環境を
つくっていくことも私たちの仕事です。私たちは子ど
もたちがよりよいスタート台に立てるよう一人ひとり
のお子さまを見つめ、サポートをしていきたいと考え
ています。
――ありがとうございました。

「子どもたちには、時
に声をかけて激励し、
時に黙って支えてあ
げることが大切です」
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小学2年生の算数・集団授業がスタート

算数に親しみながら、そのセンスを磨く！
　中学受験グノーブルでは、９月から小学２年生の算
数を新たに開講します。２年生の算数学習の目的は、
本格的に中学受験の勉強を始める前段階として、算数
に楽しく取り組み、親しみながらそのセンスを磨くこ
とです。

テキストと授業内容について
　テキストは、算数の基礎力を身につける問題、思考
力を育てる問題、数に対する感覚を磨き処理力を高め
る計算問題の３種類の内容を毎回扱っています。授業
ではこれらの問題と復習テストを75分で行います。
　テキストで扱っている問題はかなり高度な水準です
が、問題の問い方やイラストをふんだんに使うことで、
小学２年生でも十分興味を持って取り組める内容になっ
ています。
　また、学習のペースがつかめるようになる10月から
は日々の計算力をきたえるための教材「基礎力テスト」

も、他学年と同様、毎月1冊お渡ししていきます。

難問も楽しみながら
　グノーブルでは、楽しく考えることが子どもたちの
脳をより活性化すると考え、わくわくするような楽し
い授業空間の提供を目指しています。
　算数では高度な思考力を問われる問題があります。
例えば、紙を折ったり、サイコロを転がす問題は、「カ
タチをイメージ」する力がないと正解を導きだすことが
できませんし、起こりうる場合を数え上げる問題は緻
密さがないと正解が得られません。こうした問題に対
処する力をつけるためには、考える過程を楽しめる問
題に多く取り組み、正しい考え方を習得することが必
要です。グノーブルの授業で楽しみながら算数の力を
伸ばしていきましょう。

考える面白さと
喜びの積み重ねが
脳力を鍛える！

テキストでは、親しみやすいイラス
トやキャラクターたちが語りかけてく
るなど、楽しみながら勉強できる内
容がたくさん盛り込まれています

勉強のアドバイスをするのはドクター Gno（グノ）

「テキスト」とは別にご家庭での毎
日のワークシートとして「基礎力
テスト」が配布されます

中学受験グノーブルから

▶２年生の授業の開講校舎と曜日  15：30～16：45（1回75分授業）
東京校 自由が丘校 成城学園校 吉祥寺校
月曜日 水曜日 金曜日 金曜日

中学受験グノーブル算数科監修問題集のご案内

■各2,800円＋税（発行：富士教育出版社）

全国有名書店、
Amazon、

中学受験グノーブル
の各校舎で
絶賛発売中！

難関中入試問題の頻出単元に的をしぼった問題集！
頻出単元・苦手単元を克服し、自信を持って入試に挑む！

■各1,800円＋税（発行：富士教育出版社）

中学受験算数を基礎から入試
まで無理なく学べる問題集
受験算数の全単元を網羅！

■5冊1セット 4,000円＋税

Amazon、
中学受験グノーブル
の各校舎で
絶賛発売中！

4・5年生版
各30タイトル
6年生版
各20タイトル

G脳-ワークアウト
グ　　　　ノ

全国有名書店、
Amazon、

中学受験グノーブル
の各校舎で
絶賛発売中！

最新刊

合格に必要な徹底した志望校対策をこの1冊で!
①26年分の重要な過去問題をすべて掲載!
②単元ごとに問題を分類!
　単元ごとの攻略法を明示!
③他では見られない
　詳しい解説!

最新刊
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グノキッズにベビー、3歳、小学3・4年生コース追加

感動すら覚える子どもたちの吸収力
1クラス2名の先生たちのやり取りを通して
自然に身につく英語力・コミュニケーション能力
2013年11月にスタートした英会話教室「グノキッズ」。14年3月から、従来の4歳から小学2年生
までのクラスに、3歳コースと3・4年生コースが、さらに10月からはベビーコースも加わりました。
そこで、リサ先生に、子どもたちが英語を学んでいる様子と、グノキッズがこれからどのような
英会話教室をめざしていくのかを聞きました。

――2013年11月にスタートしてから1年。手応えは
いかがですか。
リサ　実際にレッスンを始める前までは、初めて英語に
触れる子どもたちにとって少し難しいかもしれないとい
う思いを抱いていたのです。でも、それは杞憂でした。
というのも、最初の8週間を経験した子どもたちの英語
の吸収力は、非常に高かったからです。感動すら覚えま
した。保護者の方からも、8週間でこんなに英語を話す
ようになるとは思わなかったという感想をいただきま
した。
――どのようなレッスンを行ったことが子どもたちの
会話力を引き出せたのでしょうか。
リサ　グノキッズでは1クラスに先生が2名いる点が大
きいと思います。もともと私は、先生1人が英語を教え
ることに大きな限界を感じていました。先生1人の場合
のレッスンは、そのほとんどが簡単な質問とその回答の
繰り返しになってしまい、自然な英会話とは程遠いもの
になっています。しかしクラスに先生が2人いることで、
子どもたちは本当の英語の受け答えを直接見聞きするこ
とができるようになります。この効果は絶大です。2歳
から小4まで例外なく驚くほど早く、自然な英語のコミュ
ニケーションができるようになっているのは、ここにポ
イントがあると思います。
――予習のようなこともやるのですね。
リサ　言葉を覚えるためには、何度も繰り返し練習する
ことも大切です。教室に通っただけで、英語を話したり
聞いたりできるようになるわけではありません。家でビ
デオを見て、教室で先生と一緒に英語を体験し、翌週も
同じ単語を使って別のフレーズを聞いたり、口に出した
りを繰り返すことで、子どもたちは自然に英語を身につ

けていきます。
――ビデオはどのようなものですか。
リサ　構成は私たちが考えます。つまり、ビデオもプリ
ントもすべて「グノキッズ」のオリジナルです。大学で演
劇を学んだ先生が、アレックスという名前のパペット（人
形）と一緒に、英語を話すのです。表情豊かに、子ども
たちが飽きないように演出しています。子どもたちがビ
デオを食い入るように見ているので、映像の力はすごい
とあらためて感じています。子どもたちがより興味をも
つように、ビデオをもっと進化させていきたいと思って
います。
――グノキッズは、PBL（Project Based Learning）
の学習法を取り入れています。
リサ　PBLは、アメリカで生まれた学習方法です。一
つの「プロジェクト」を設定し、レッスンを通して作り
上げていくことをコンセプトにしています。さまざま
なプロジェクトを、クラスのみんなと先生で行うこと
を通して、英語でのコミュニケーション能力も培われ
ます。
――レッスン中の話す速さはどれくらいですか。

リサ　普通の速さです。大人は文字から単語を覚えるの
で、最初はゆっくりしたスピードで聞いた方が覚えやす
いだろうと思うのですが、子どもはそうではありません。
子どもはゆっくりしゃべっても、速くしゃべっても単語
が分かりませんから、私たちが普通に会話しているよう
に、子どもたちに接しています。
――3月から、3歳コースと3・4年生コースが、また
10月からはベビーコースも始まりますね。
リサ　保護者の方から、自分の子の年齢に合ったコース
はありますかと、たくさんのお問い合わせをいただきま
した。多くの子どもたちが長く通える教室にしたいと思っ
ています。
――レッスン内容は変わりますか。
リサ　基本的に大きく変わることはありません。もちろ
ん、設定する「プロジェクト」や進め方に関しては、年齢
に合わせていきます。今後は、キャンプなどのイベント
も企画して、子どもたちが楽しめるレッスンを作ってい
きたいと思っています。私たち先生は、皆子どもが大好
きなのです。子どもたちと一緒に英語を楽しみ、私たち
自身も進化していきたいなと思っています。

英会話グノキッズから

リサ先生
子どもたちが興味をもって英語の学習ができるように、カードやおもちゃを使って
楽しく学習していきます

先生が2人いるので、2人のやり取りを見ながらレッスンを進めることができるの
がグノキッズの特色です

毎週のホームワークを
動画で配信しています
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Gnoble Workshop

　つい数年前までは、「言葉の壁が国境になる」などと言われ、問題視されながらも、日本人は英語力の向上を
図ることができませんでした。ところが今、私たちを取り巻く環境は大きく変化しています。
　多くの企業がグローバル化を宣言し、大学はそれに対応し得るグローバル人材の育成に力を入れ始めており、
英語はもはや、一部の職業に求められる特殊能力ではなくなりつつあります。
　こうした現状に先駆けて、大学受験グノーブルでは、先進のカリキュラムと精選された教材で、大学受験を
超えたところに目標を置き、生徒たちの英語指導を行ってきた実績を持っています。この実績を踏まえてグノー
ブル・グループでは、より高次な「知の力」を職員一人ひとりが備えることで、激変する世界に羽ばたいていき、
そこで活躍できる生徒たちをより早くから育むことを主眼に置いた取り組みとして「グループ内英語研修会」を
開始しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（取材・文　吉村高廣）

世界の教育事情やビジネストレンドを
英語で知る

　この英語研修会の第一の目的は、多くの企業で研修実
績を持つグノーブル・グループの職員、リック・コルビー
先生からのレクチャーにより、世界の教育事情やビジネ
ストレンドを知ろうというもの。第1回目は、OECD（経
済協力開発機構）加盟国を中心に、3年ごとに実施される
15 歳 児 の 学 習 到 達 度 調 査『 PISA（ Programme for 
International Student Assessment）』に着目し、世界
の中で、いま日本の子どもたちの学びがどのような状況
にあるかをテーマとしました。
　研修会の対象は、グノーブル・グループすべての職員、
それは、英語科の職員のみならず、他教科の職員、さら
には受付や経理を担当する事務職員にまで及び、すべて
の職員が自ら学ぶことで、組織としても強くなり、生徒
一人ひとりの成長により力強く貢献できることを目指し
ています。
　研修会では一切日本語は使いません。もちろんすべて
の職員が英語に明るいわけではなく、学校を出てしばら

くのも事実です。それは私たちにも同じことが言えます。
本当の意味で子どもたちから信頼される力を育もうとす
るならば、毎日忙しいのは当然のこととして、新たな知
的財産発掘への主体的な取り組みが欠かせません。
　そしてそれは、グループ全体のスローガンとして「知の力」
を標榜する以上、生徒の前に立つ先生方だけでなく、す
べての職員の方々がベクトルを共有し、激変する教育環
境に対応できる力を備えて前進してゆくことが肝心です。
そのために、「改めて英語に取り組んでみる」ことを通し
て、自ら研鑽を図ろうという試みでもあるのです。

世界で活躍する『人財』と
向き合うために

　グノーブルでは、「中学受験と大学受験との連携、新
しい一貫教育」を謳っているわけですが、それをセール
ストークの言葉だけで終わらせるのではなく、職員たち
が体現していかなければ保護者の皆さまには伝わらない
と思います。
　「一貫した教育」というのは誰でも言えることです。た
だ、それについて「どんな一貫性があるのか」とか「どう
機能するのか」といった本質を、より良い形で具現化さ
せていかなければ、それはかけ声だけの「一貫教育」であ
り、生徒や保護者の皆さまを裏切ることになります。
　おそらく、グノーブルで出会う生徒たちは、間違いな
く将来、世界中に活躍の場を広げていく『人財』に違いあ
りません。そうした生徒たちに出会える自分をどれだけ
喜べるか、また、そうした生徒たちにどれだけ自分が役
立てるか、そういったことを突き詰めて考えれば、自発
的に自らを磨く努力をすること、また塾として、そうした
機会を用意することは当たり前のことと言えるでしょう。

足並みを揃えて
子どもたちをサポートする

　さらに、この研修を通じて期待できる効果は、大学受
験と中学受験、それぞれの職員が垣根を越えて、月に一
度、小さなコミュニケーションを持てる場づくりです。
そうした中で、人材交流がスムーズに行われるようにな
り、情報交換が行われ、グループ内に一体感が生まれる
ことが理想です。

　もちろん、大学受験と中学受験、それぞれに立ち位置
の違うスタッフが一緒に仕事をやるようになれば、さま
ざまな意見が出てくるようになるでしょう。ただそれは
普通の企業なら当たり前のことですし、その相乗効果に
よって企業は成長していくものです。
　ところが、こと進学塾や予備校というのは、一つの企
業体として動くのではなく、先生一個人のパーソナリ
ティーが尊重される傾向にあります。もちろん、それは
それで良い面もあるのです。でも、一匹狼的に専門性を
高めていくだけでは、一貫教育とは言えないというとこ
ろに私たちは行き着きました。だからこそこうした場を
用意して、グループとしての推進力を高めていくことが
大事なのです。

人間形成の根本から
お手伝いできる力を

　10月からは、グループとして英会話グノキッズのベビー
から大学受験までのお子さんをお預かりするようになる
わけです。これはもう、壮大な人間形成に関わることに
なるわけで、受験が終わったら、「これから頑張ってね」
で終りにすることは必然的にできなくなります。
　それに加えて、「弱点の克服だけ」とか「この学校の受
験に向けて」といった指導では済まなくなっていくはず
です。受験だけに活きる近視眼的な指導ではなく、子ど
もたちを社会の財産として捉え、人間形成の根本的な部
分からお手伝いできるような力が、これからのグノーブ
ルには求められます。そしてその力を養うことこそが、
今の私たちに課せられたミッションです。
　これからのグノーブルは、他の受験塾とはますます一
線を画していくことになるでしょう。さまざまな『学び』
を通して、将来子どもたちが、どのような社会でも強く
生き抜くための土台を作り、世界中で活躍できる「知の
力」を磨く場所となるはずです。だからこそ、私たち職
員もより高次な「知の力」を追求し、生徒と向き合うに相
応しい力を備えていくことが必要。この英語研究会は、
その序章に過ぎません。

世界に羽ばたく生徒たちの
「知の力」 を育むために

Gnoble Group English 
Development Training

英 語 研 修 会

  ＊Gnotubeで英語研修会の一部がご覧いただけます。
　     URL:http://www.gnoble.com/gtube/gt_engdevelop.html

く英語と接点を持っていない方も大勢います。したがっ
て、一つの単語であっても日本人が分かりやすい言葉に
置き換えるなど、表現の仕方にも工夫をしました。とは
いえ、どこかに日本語を入れるとかアニメーションを入
れることはせず、「あっ、なんとなく言っていることが
分かる！」という感覚を味わっていただけるようなカリ
キュラム構成を心掛けました。

ベクトルを共有し
前進の糧とする

　グノーブルでは、「知の力を活かせる人に」という強烈
なメッセージを発信しています。このスローガンの裏側
には、「そのように生徒たちを導いていきます」という思
いが込められています。であるならば、まず私たち自
身が知の力を活かせる人でなくてはならない、あるいは、
そうあれるよう日々努力をしていくのは当然のことです。
　私たちはよく、生徒や保護者の皆さまに、「本当の意
味で学力を伸ばすためには、自発的に勉強に取り組む姿
勢を見せることが肝心です」と申し上げます。そうした
主体性が、ゆくゆくは生徒たちの知の力につながってい
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目標を達成することで得るものは、
目標を達成することで成る
自分ほど大切ではない。

ヘンリー・デイヴィッド・ソロー
Henry David Thoreau（1817年7月12日～1862年5月6日）
アメリカの作家・思想家・博物学者。森の中に家を建て、精神性を重んずる簡素な生活を実践。
その思想は、マハトマ・ガンディーのインド独立運動やマーティン・ルーサー・キング・ジュニア
（キング牧師）の公民権運動、さらには現代の環境保護運動にも広く影響を与えたとされる。

12/26～29・1/4・5

冬期講習
12/30・31・1/2・3

6年生対象正月特訓
6年生 ： 13：30～19：00（算・国・理・社）
5年生 ： 13：30～17：30（算・国・理・社）
4年生 ：    9：00～12：00（算・国・理・社）
3年生 ：    9：00～10：30（算）
2年生 ： 10：45～12：00（算）

9：00 ～ 16：40
（算・国・理・社）

Aターム 12/22(月)～12/25(木)
Bターム 12/27(土)～12/30(火)
Cターム 　　1/4(日)～　　1/7 (水)

冬期講習日程 中1～高3・既卒生
対象

冬期講習に関するお問い合わせ 03-5371-5487

東京・自由が丘・成城学園・西船橋・白金高輪・吉祥寺

東京医科歯科大（医）
東北大（医）
千葉大（医）
筑波大（医）
横浜市立大（医） 
※国公立大医 計44名

24名
11名
3名

14名
7名

10名

2名
3名
6名
3名
1名

8名
23名
10名
12名

東大各科類69名 医学部医学科149名

国公立大199名 慶應大（医）
東京慈恵医大（医） 
順天堂大（医） 
日本医大（医） 
昭和大（医） 
※私立大医計 105名

8名
16名
10名
11名
11名

69 52
217 211 93

8 426

詳細はHPまたは0120-64-2013まで

※6年生の講習・特訓のみ東京・自由が丘・吉祥寺校での開講となります。

国公立慶医
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̶知の力を活かせる人に̶

www.gnoble.co.jp
グノーブル総合案内  www.gnoble.com

新宿・渋谷・お茶の水
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グノーブル 算数 × 数学講師座談会

「算数・数学の連携」で
より良い教育環境を 
保護者座談会2014
一人ひとりの成長を応援してくれる塾なので、
私たちもグノーブルを信じてお任せしていました。
グノーブル対談 高校生の受験対策
横軸（各科目の勉強バランス）と縦軸（スケジュール）を
広い視野で見渡そう!
グノーブルOB・OGインタビュー
「FLYプログラム」参加体験談
世界に出て、自分と出会えた。
東京大学文科一類1年（駒場東邦出身） 黒

く ろ

木
き

 あたるさん
東京大学文科一類1年（桜蔭出身） 山

や ま

田
だ

 智
と も

子
こ

さん


